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● 

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

u
a
lity

 o
f L

ife :

生
活
の
質
）
に
つ
い
て

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
」
を
「
自
分
が
身
を
置
く
文
化
や
価
値
観
の

中
で
、
自
分
自
身
の
目
標
、
期
待
、
規
範
、
関
心
事
に
お
い
て
自
分

の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
感
じ
る
か
で
あ
る
」
と
定
義
し
て

い
る
。
自
ら
描
い
た
生
き
方
に
つ
い
て
の
満
足
の
度
合
い
を
、
客
観

的
に
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
が　

近
年
、
医
療
の
質
の
評
価
に
、

患
者
立
脚
型
ア
ウ
ト
カ
ム
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
身
体
機

能
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
日
常
役
割
機
能
、
社
会
生
活
機
能
の
４
つ

が
、
そ
の
基
本
要
素
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
国
際
的
に
汎
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
「
Ｓ
Ｆ
‐

36
項

目
」
（
１
９
８
６ 

年
、
米
国
で
開
始
さ
れ
た
大
規
模
な
「M

e
d
ic

a
l 

O
u
tco

m
e
s
 S

tu
d
y

（M
O

S

）」
に
お
い
て
開
発
活
用
さ
れ
た
尺
度
）

が
あ
る
。
介
護
保
険
の
介
護
予
防
に
関
す
る
政
策
的
評
価
に
お
い
て
、

東
京
都
で
は
「
Ｓ
Ｆ
‐
8
」
を
用
い
た
評
価
を
試
み
て
い
る
。

　

医
師
が
患
者
を
「
病
気
か
」
「
健
康
か
」
に
分
け
、
正
常
に
戻
す

こ
と
に
よ
っ
て
健
康
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
「
疾
患
克
服
型
健
康
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
か
ら
、
健
康
感
や
生
活
機
能
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
維
持
・
増
進

第一章　 z  健康感と QOL　 x  居住環境
　

在
宅
へ
の
訪
問
は
、
入
院
や
外
来
医
療
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
療
養
者
の
生
活
障
害
の
解
決
の
た
め
の
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

療
養
者
は
、
は
か
ら
ず
も
生
活
機
能
障
害
を
負
っ
た
の
で
あ
り
、
居

住
環
境
が
そ
の
人
の
療
養
生
活
に
適
し
た
状
況
で
あ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
た
と
え
ば
右
半
身
麻
痺
の
人
が
在
宅
復
帰
し
て
み
る
と
、

右
側
ば
か
り
に
つ
か
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

で
転
倒
を
頻
回
に
く
り
返
す
人
の
自
宅
が
、
つ
ま
づ
き
や
す
い
居
住

環
境
で
あ
っ
た
り
す
る
。
日
常
生
活
動
作
、
あ
る
い
は
日
常
生
活
活

動
と
表
現
さ
れ
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
（A

c
tiv

itie
s o

f d
a
ily

 livin
g

、
排
泄
機
能
、

食
事
の
摂
取
、
動
作
・
運
動
機
能
、
感
覚
機
能
、
精
神
機
能
な
ど
）
は
、

個
人
の
能
力
の
み
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
居
住
環
境
下
で

な
さ
れ
て
い
る
生
活
行
為
の
自
立
の
程
度
を
表
す
指
標
で
あ
る
。

　

集
合
住
宅
に
居
住
す
る
場
合
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
場
合
と
、

な
い
生
活
環
境
で
は
大
き
な
違
い
を
見
せ
る
。
さ
ら
に
は
一
階
で

あ
っ
て
も
一
般
住
宅
に
居
住
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
段
差
の
程

度
で
外
出
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
身
体
機
能
と
居
住
環
境

の
不
適
合
性
を
解
消
し
、
で
き
う
る
限
り
ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た

環
境
の
設
定
の
考
慮
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
入
浴
に
関
し
て

体
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
が
目
的
な
ら
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問

入
浴
で
も
よ
い
が
、
自
分
で
好
き
な
時
間
に
入
浴
し
た
い
、
夜
寝

る
前
に
ゆ
っ
く
り
風
呂
に
入
り
た
い
、
と
生
活
の
質
を
重
視
す
る

な
ら
ば
、
自
宅
の
浴
室
、
廊
下
の
居
住
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

動
作
の
変
化
に
よ
り
生
活
行
為
、
た
と
え
ば
排
泄
の
た
め
に
ト
イ

レ
に
移
動
す
る
ま
で
の
、
そ
の
人
な
り
の
動
作
を
確
認
し
、
完
結

で
き
る
ま
で
の
全
行
為
を
検
証
し
て
、
居
住
環
境
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
。
実
際
に
動
作
を
行
い
、
そ
の
動
作
が
安
全
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
、
危
険
か
、
不
安
定
か
、
そ
の
動
作
を
行
う
上
で
何
が

問
題
か
を
把
握
す
る
。
住
環
境
を
観
察
し
、
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
現
状
の
身
体
状
況
で
不
可
能
な
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
膝
の
痛

し
て
、
「
よ
り
良
き
生
存
」
を
達
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
、
時
代
や
疾
病
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
。
「
よ
り
良
き
生
存
」
の
達
成
は
、
死
へ
の
対
峙
と
受
容
に

寄
り
添
い
、
安
ら
か
な
看
取
り
と
、
遺
さ
れ
た
人
々
の
悲
嘆
へ
の
ケ

ア
で
完
結
す
る
。
こ
う
し
た
、
住
ま
い
を
医
療
現
場
に
し
健
康
感
や

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
た
、
多
分
野
の
融
合
と
多
職
種
の
連
携

に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
在
宅
医
療
は
、「
生
活
モ
デ
ル
の
医
療
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

1  　

 
健
康
感
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ

̶
在
宅
医
療
の
ア
ウ
ト
カ
ム 

● 

健
康
感
に
つ
い
て

　

な
ぜ
「
健
康
」
で
は
な
く
「
健
康
感
」
な
の
か
。
そ
れ
は
在
宅
医

療
の
主
要
な
役
割
が
、
病
を
正
常
に
「
治
す
た
め
の
医
療
」
で
は
な

く
、
正
常
に
戻
ら
な
い
病
や
生
活
機
能
障
害
を
抱
え
て
生
き
る
人
々

を
「
支
え
る
医
療
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
健
康
と
は
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
良
好
な
状

態
で
あ
り
、
単
に
疾
患
に
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
衰
弱
し
て
い
な
い
状

態
で
は
な
い
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　

医
学
的
正
常
を
追
う
の
で
は
な
く
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的

な
不
安
や
苦
痛
に
圧
倒
さ
れ
な
い
、
安
ら
ぎ
と
意
欲
に
満
ち
た
「
健

康
感
」
の
維
持
・
向
上
を
在
宅
医
療
に
お
け
る
重
要
な
ア
ウ
ト
カ
ム

と
考
え
た
い
。

2 　

居
住
環
境 
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● 

介
護
予
防
実
践
ガ
イ
ド

　

介
護
予
防
と
は
「
要
介
護
状
態
の
発
生
を
で
き
る
限
り
防
ぐ
（
遅

ら
せ
る
）
こ
と
、
そ
し
て
要
介
護
状
態
に
あ
っ
て
も
そ
の
悪
化
を
で

き
る
限
り
防
ぐ
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
る
。 

　

介
護
予
防
が
目
指
す
も
の
は
、
個
々
人
の
運
動
機
能
や
栄
養
状
態
、

口
腔
機
能
さ
ら
に
は
認
知
・
情
緒
面
（
心
身
機
能
レ
ベ
ル
）
の
改
善

を
通
じ
て
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
生
活
行
為
（
活
動
レ
ベ
ル
）
を

高
め
、
生
き
が
い
や
自
己
実
現
の
達
成
（
参
加
レ
ベ
ル
）
に
向
け
た

支
援
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
個
々
の
高
齢
者
の
生

活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

■ 

1 

■ 

地
域
支
援
事
業
と
予
防
給
付

　

地
域
支
援
事
業
は
、
一
般
高
齢
者
施
策
と
特
定
高
齢
者
施
策
か
ら

な
る
。
一
般
高
齢
者
施
策
と
は
、
活
動
的
な
状
態
に
あ
る
高
齢
者
を

対
象
に
、
精
神
・
身
体
・
社
会
の
各
相
に
お
け
る
活
動
性
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
介
護
予
防
に
お
け
る

一
次
予
防
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

特
定
高
齢
者
施
策
と
は
、
要
支
援
・
要
介
護
に
陥
る
リ
ス
ク
の
高

い
特
定
高
齢
者 

（
高
齢
者
人
口
の
う
ち
５
％
程
度
を
想
定
）
を
対
象

に
行
わ
れ
、
生
活
機
能
低
下
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
二
次
予
防
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
介
護
予
防
に
お
け
る
三
次
予
防
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
予
防

給
付
は
、
要
支
援
１
お
よ
び
要
支
援
２
を
対
象
に
行
わ
れ
、
要
介
護

状
態
の
改
善
や
悪
化
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

■ 
2 
■ 

医
療
機
関
の
役
割

　

介
護
予
防
に
お
い
て
、
か
か
り
つ
け
医
に
は
高
齢
者
の
健
康
管
理
、

介
護
認
定
時
の
主
治
医
意
見
書
に
加
え
て
、
介
護
予
防
に
関
す
る
啓

発
を
行
う
こ
と
、
生
活
機
能
評
価
を
日
常
的
に
実
施
す
る
こ
と
、
特

定
高
齢
者
施
策
の
候
補
者
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
す
る

こ
と
な
ど
、
多
く
の
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

特
定
高
齢
者
は
、
運
動
器
の
機
能
低
下
や
閉
じ
こ
も
り
・
う
つ
な

ど
の
た
め
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
（
利
用
し
た
が
ら

な
い
）
者
も
少
な
く
な
く
、
行
政
ル
ー
ト
で
は
、
こ
れ
ら
特
定
高
齢

者
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
か
か
り

つ
け
医
が
日
頃
の
診
療
を
通
じ
て
、
疾
病
や
事
故
、
環
境
の
変
化
な

ど
の
た
め
に
一
時
的
に
心
身
機
能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
を
速
や

か
に
把
握
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
す
る
体
制
が
重
要

で
あ
り
、
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
特
定
高
齢
者
把
握
に
お
い
て
、

重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

■ 

3 

■ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
区
市
町
村
が
設
置
す
る
場
合
と
、

運
営
協
議
会
で
認
め
ら
れ
た
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
委
託
さ
れ
る

場
合
と
が
あ
る
。 

特
定
高
齢
者
施
策
と
予
防
給
付
に
お
け
る
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
対
象

者
の
把
握
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
）
、
事
業
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
実
施
（
提
供
）
、
一
定

期
間
後
の
効
果
の
評
価
な
ど
を
担
う
。 

● 

運
動
器
の
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

① 

地
域
支
援
事
業
の
場
合

　

特
定
高
齢
者
施
策
で
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
か
ら
運
動
器

の
機
能
向
上
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
、
要
介
護
状
態
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
が
対
象
と
な
る
。
主
に
集
団
的
な
運
動
や
生
活
改
善

な
ど
を
通
じ
て
、
運
動
器
の
機
能
向
上
を
図
る
。

　

一
般
高
齢
者
施
策
は
比
較
的
元
気
な
高
齢
者
を
含
む
地
域
住
民
が

対
象
と
な
り
、
運
動
器
の
機
能
向
上
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
標
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
器
の
機
能
向
上
に
か
か
わ

る
地
域
活
動
を
支
援
す
る
。

② 

予
防
給
付
の
場
合

　

要
支
援
1
、
2
と
判
定
さ
れ
、
運
動
器
の
機
能
向
上
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
者
に
対
し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
こ
れ
に
よ
り
自
立
し
た

生
活
機
能
を
維
持
し
、
要
介
護
状
態
に
陥
る
こ
と
を
予
防
す
る
。
こ

の
場
合
、
主
に
介
護
予
防
通
所
介
護
お
よ
び
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
経
て
、
事
前
ア
セ

ス
メ
ン
ト
、
実
施
計
画
の
策
定
、
参
加
者
へ
の
説
明
と
同
意
、
運
動
、

相
談
、
事
後
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

報
告
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第一章　 c  介護予防

み
で
、
便
器
か
ら
の
立
ち
上
が
り
が
困
難
な
場
合
は
手
す
り
を
取
り

付
け
た
り
、
浴
槽
が
深
い
た
め
足
が
つ
か
ず
一
人
で
入
浴
で
き
な
い

場
合
は
、
浴
槽
台
を
取
り
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
る
。
不

可
能
を
可
能
と
す
る
方
法
、
手
段
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
。
浴
槽
の
問

題
に
し
て
も
浴
槽
内
に
す
の
こ
を
設
置
す
る
、
手
す
り
を
取
り
付
け

る
、
あ
る
い
は
入
浴
介
助
の
ヘ
ル
パ
ー
を
頼
む
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。

　

暮
ら
し
の
場
で
の
生
活
を
可
能
な
限
り
維
持
し
、
さ
ら
に
は
質
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
目
的
を
明
確
に
し
、
居
宅
環
境
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

3 　

介
護
予
防 
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運
動
器
の
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
集
団
で
行
う
場
合
で
あ
っ

て
も
個
別
の
評
価
に
基
づ
き
、
体
力
の
諸
要
素
を
包
括
的
に
向
上
さ

せ
、
生
活
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
立
つ
、
座
る
、
歩
く
、
階

段
を
昇
降
す
る
と
い
っ
た
、
日
常
生
活
の
基
本
的
活
動
に
必
要
な
抗

重
力
筋
を
中
心
に
機
能
向
上
を
図
る
。

● 

栄
養
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

｢

栄
養
改
善｣

は
、
高
齢
者
の
毎
日
の
営
み
で
あ
る｢

食
べ
る
こ

と｣

を
通
じ
て
、
低
栄
養
状
態
の
改
善
を
図
り
、
高
齢
者
の
自
己
実

現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

① 

一
般
高
齢
者
施
策

　

区
市
町
村
に
よ
っ
て
地
域
の
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の

全
員
を
対
象
に
行
わ
れ
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。
実
施
内
容
は
、
高
齢
者
の｢

食
べ
る
こ
と｣

を
支
援
す
る｢

ま

ち
づ
く
り｣

で
あ
り
、
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
や
、｢

栄
養
改
善｣

に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
人
材
養
成
や
、
そ
の
活
動
な
ど
を

支
援
す
る
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

② 

介
護
予
防
特
定
高
齢
者
施
策

　

特
定
高
齢
者
の
う
ち
、
低
栄
養
状
態
の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
て
区
市
町
村
が
管
理
栄
養
士
に
よ
る
小
グ
ル
ー

プ
で
の
栄
養
相
談
や
、
栄
養
教
室
な
ど
を
行
う
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
。
実
施
場
所
は
区
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
や
、

委
託
す
る
場
合
は
民
間
事
業
所
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

③ 

予
防
給
付

　

要
支
援
１
、
２
の
者
の
う
ち
低
栄
養
状
態
の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
て
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
の
栄
養
相
談
と
し
て

行
う
。
介
護
予
防
通
所
介
護
お
よ
び
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
実
施
す
る
。
低
栄
養
状
態
か
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ

の
あ
る
者
は
、
（
ア
）
Ｂ
Ｍ
Ｉ

が
標
準
を
大
き
く
下
回
る
、
（
イ
）
体

重
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
、（
ウ
）
栄
養
面
や
食
生
活
上
に
問
題
が

あ
る
、
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
ま
た
、

か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
意
見
書
に
お
い
て
「
栄
養
状
態
の
不
良
」
と

あ
る
場
合
に
は
、（
ア
）
ー
（
ウ
）
の
把
握
を
行
う
。

● 

口
腔
機
能
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

① 

介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施
策

　

地
域
に
在
住
す
る
一
般
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
口
腔
機
能
の
向

上
の
介
護
予
防
に
資
す
る
事
業
を
通
じ
て
、
介
護
予
防
の
た
め
の｢

食
べ
る
こ
と｣

の
意
義
、
低
栄
養
の
予
防
、
誤
嚥
・
窒
息
予
防
、
運

動
器
の
機
能
向
上
を
達
成
す
る
た
め
の
正
し
い
知
識
と
技
術
の
普

及
・
啓
発
を
行
う
。

② 

介
護
予
防
特
定
高
齢
者
施
策

　

口
腔
機
能
が
低
下
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
虚
弱
な
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
口
腔
清
掃
の
必
要
性

に
つ
い
て
説
明
し
、
日
常
的
な
口
腔
清
掃
の
指
導
を
実
施
す
る
。
摂

食
・
嚥
下
機
能
訓
練
（
咀
嚼
訓
練
、
嚥
下
訓
練
、
構
音
・
発
声
訓
練
、

呼
吸
訓
練
）
が
実
施
さ
れ
る
。

③ 

予
防
給
付

　

要
介
護
認
定
に
お
け
る
要
支
援
１
、
２
の
者
に
お
い
て
、
口
腔
機

能
が
低
下
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
を
対
象
に
行
わ
れ
、
要
介
護

状
態
へ
の
悪
化
防
止
や
要
支
援
状
態
か
ら
の
改
善
を
目
指
し
て
実
施

す
る
。
口
腔
清
掃
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
日
常
的
な
口
腔
清

掃
の
指
導
を
実
施
す
る
。
摂
食
・
嚥
下
機
能
訓
練
（
咀
嚼
訓
練
、
嚥

下
訓
練
、
構
音
・
発
声
訓
練
、
呼
吸
訓
練
）
が
実
施
さ
れ
る
。 

● 

「
閉
じ
こ
も
り
」
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

一
般
高
齢
者
施
策
に
は
、
健
康
教
育
や
生
き
が
い
支
援
事
業
な
ど

の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
る
。
特
定
高
齢
者
に
は
、
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
も
含
ま
れ
る
。

　

個
別
対
応
が
必
要
な
閉
じ
こ
も
り
に
対
し
て
は
、
訪
問
を
行
う
こ

と
、
地
域
に
お
け
る
活
動
な
ど
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
ま
た
、
地
域
の
介
護
予
防
を
推
進
す
る
高
齢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
も
必
要
で
あ
る

① 

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
な
ど
の
社
会
的
な
孤
立
感
を
解
消
し
、

精
神
面
で
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
身
体
面
で
も
要
介
護
状
態
に

第一章　 c  介護予防

高齢者にと っ ての「 食べるこ と 」 の意義 
低栄養状態の予防と 生活機能の維持 

 

食
べ
る
こ
と 

蛋
白
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
十
分
な
摂
取 

筋
蛋
白
質
の
維
持 

内
臓
蛋
白
質
の
維
持 

要
介
護
状
態
や
重
度
化
を
予
防 

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
、
健
康
寿
命
の
延
長 

身体機能の 

維持 

 

 

生活機能の 

維持 

 

 

免疫能の 

維持・ 向上 
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な
る
こ
と
を
予
防
し
、
自
立
し
た
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
生
き

が
い
活
動
援
助
員
を
配
置
し
た
活
動
の
場
を
設
定
し
、
日
常
動
作
訓

練
や
趣
味
活
動
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

② 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

移
送
用
の
車
輌
に
よ
り
、
居
宅
と
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予

防
・
生
き
が
い
活
動
支
援
事
業
を
提
供
し
て
い
る
場
所
、
医
療
機
関

な
ど
と
の
間
を
送
迎
す
る
。
ま
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

の
移
動
支
援
の
た
め
の
拠
点
を
整
備
し
、
各
種
の
情
報
提
供
や
電
動

ス
ク
ー
タ
ー
、
車
椅
子
の
貸
出
な
ど
を
行
う
。 

● 

認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

① 

生
き
が
い
型
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ

　

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、
園
芸
、
料
理
、
パ
ソ
コ
ン
、
旅
行
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
水
泳
、
体
操
、
器
具
を
使
わ
な
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
、
一
般
の
地
域
高
齢
者
が
自
律
的
に
生
活
習
慣
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
認
知
症
の
危
険
因
子
を
低
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

② 

目
的
型
の
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ

　

認
知
症
予
防
・
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
参
加
者
が
明
確
に
意
識
し
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
認
知
症

予
防
・
支
援
の
効
果
が
期
待
で
き
、
多
く
の
高
齢
者
が
長
期
に
わ
た
っ

て
活
動
を
継
続
し
て
い
け
る
興
味
を
持
つ
も
の
が
望
ま
し
い
。
有
酸

素
運
動
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
、
体
操
な
ど
が
高
齢
者
に
人

気
が
あ
る
。
ま
た
、
認
知
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
と
し
て
、

多
く
の
高
齢
者
に
好
ま
れ
、
認
知
症
予
防
・
支
援
に
適
し
て
い
る
活

動
は
、
料
理
、
パ
ソ
コ
ン
、
旅
行
、
園
芸
な
ど
が
あ
る
。

③  

軽
度
認
知
障
害
者
へ
の
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ

　

認
知
機
能
の
回
復
や
改
善
を
目
的
と
し
た
認
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
、
医
療
や
保
健
の
領
域
で
行
わ
れ
て
き
た
脳
機
能
活
性

化
訓
練
、
記
憶
訓
練
、
言
語
訓
練
、
注
意
訓
練
、
計
算
訓
練
な
ど
が

あ
る
。

● 

う
つ
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

① 

一
般
高
齢
者
施
策

　

健
康
教
育
、
健
康
教
室
、
健
康
相
談
、
広
報
誌
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
、
健
康
手
帳
へ
の
記
載
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
し
て
正
し
い
知
識
の
普
及
、
啓
発
に
努
め
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の

維
持
と
う
つ
対
策
を
行
う
。
地
域
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
地

域
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
資
源
の
活
用
を
図
り
、
住
民
が
ス

ト
レ
ス
に
積
極
的
に
対
処
で
き
る
方
法
を
学
習
で
き
る
機
会
を
設
け
、

地
域
で
は
季
節
に
か
か
わ
ら
ず
住
民
が
集
ま
っ
て
、
生
き
が
い
づ
く

り
や
孤
立
予
防
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
う
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
住
民
と
行
政
お
よ
び
専
門
職
、
地
域
の
医
療
機
関
が
連

携
し
、
う
つ
病
を
は
じ
め
と
す
る
相
談
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び

受
診
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
殺
や
う
つ
に
つ
い
て
の

相
談
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
抵
抗
な
く
で
き
、
う
つ
病
に
対
す
る

偏
見
の
な
い
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
積
極
的
に
話
し
合
え
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
。

② 

特
定
高
齢
者
施
策

　

地
域
の
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な

ど
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
保
健
所
、
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
て
、
う
つ
の
早
期
発
見
、
個
別
相
談
や

受
診
勧
奨
、
治
療
な
ど
の
適
切
な
支
援
を
行
う
。

③ 

三
次
予
防
と
し
て
の
う
つ
対
策

　

集
団
で
の
ケ
ア
が
可
能
な
場
合
に
は
、
通
所
型
介
護
予
防
事
業
や

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
。た
だ
し
、
う
つ
に
か
か
っ

て
い
る
人
、
自
殺
未
遂
を
し
た
人
や
家
族
な
ど
へ
の
支
援
な
ど
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
を
通
じ
た
個
別
ケ
ア
が
大
切
に
な
る
。

■ 

引
用
文
献

①　

 

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

介
護
予
防
に
関
す
る
各
研
究
班

マ
ニ
ュ
ア
ル

第一章　 c  介護予防

 介護予防の類型

介護予防

一般高齢者施策

介護予防

特定高齢者施策
予防給付

対象者
6 5 歳以上のす べて

の高齢者

口腔機能が低下し て

い る お そ れ があ り 、

要介護認定を 受けて

いない虚弱な高齢者

要支援 1 およ び要支

援 2 の者において 口

腔機能が低下し て い

るおそれがある者

実施場所
市町村保健セン タ ー、

公民館

市町村保健センタ ー、

公民館な ど、 委託す

る場合は民間事業所

介 護予防 通所介 護、

介護予防通所リ ハビ

リ テーショ ン

実施内容

高齢者の「 食べる 楽

し み」 を 維持・ 継続

を 支援する「 ま ち づ

く り 」 のた めの普及

啓発活動や健康教室

などの活動支援

サービ ス 担当者によ

る 口腔機能の向上の

必要性について の教

育、 口腔清掃の自立

支援、 摂食・ 嚥下機

能訓練

サービ ス 担当者によ

る 口腔機能の向上の

必要性について の教

育、 口腔清掃の自立

支援、 摂食・ 嚥下機

能訓練
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第一章　 c  介護予防

認知症予防・ 支援の事業概要

事業の

種類
対象者

主な担

当職種

実施する

場所
事業内容

目標設定・ 評価

機関

特定高齢

者施策

（ ハイ リ ス

ク ・ ア プ

ローチ）

軽 度 認

知 障 害

を 持 つ

高齢者

保 健 師

・ 看 護

師など

言 語 聴

覚士

作 業 療

法士

など

市 町 村 保

健 セ ン タ

ー、公民館

など

（ 委 託 す

る 場合は、

民 間 事 業

所など）

（ 通所が困

難 な 場 合

に つ い て

は、 適 宜、

訪 問 に よ

り 実施）

① 二次ア セ

スメ ン ト

② 事業の提

供

● 認知機能な ど を 評価し 、 医療

サービ ス や介護サービ ス の必

要性や、 地域支援事業と し て

の支援方法について検討する。

● 一定期間後に再度認知機能を

評価し 、 事業の効果を 確認す

る。

● 認知機能が認知症を 疑う レ ベ

ルまで低下し ていれば、 適切に

医療サービ ス や介護サービ ス

に結びつける。

● 認知症予防のためには、 生活

活動や趣味活動を 増やすこ と

が重要で ある と 考え ら れる た

め、 該当する 者には運動器の

機能向上、 栄養改善、 口腔機能

の向上、 認知機能改善などの各

種事業への参加を 呼びかける

と と も に、 地域のイ ン フ ォ ー

マ ルな サービ ス 資源の活用を

図る。

● 認知機能の維

持ま た は改善

を目標と する。

● 評価期間は各

種事業の実施

期間に準じ る。

一般高齢

者施策

（ ポピ ュ レ

ーショ ン・

ア プ ロ ー

チ）

す べ て

の 高 齢

者

保 健 師

など

市 町 村 保

健 セ ン タ

ー、公民館

など

（ 委 託 す

る 場合は、

民 間 事 業

所など）

① 社会資源

データ ベ

ース作成

② 住民への

情報提供

③ 地域活動

の 育 成・

支援

④ プ ログラ ム

指導者・ フ

ァ シリ テー

タ ー（ 支援

者） 育成

● 認知症予防に役立つ地域の社

会資源に関する 情報を 集めデ

ータ ベースを作成

●認知症予防に関心のある 住民

への情報提供

● 行動変容のき っ かけと な る 以

下のよ う な 地域活動を 育成・

支援

　 ・  生きがい型

囲碁、 将棋、 園芸、 料理、 パ

ソ コ ン、 ウォ ーキング、 水泳

など

　 ・ 目的型

認知症予防に特化し た園芸、

料理、 パソ コ ン、 旅行プログ

ラ ム、 ウ ォ ーキン グ、 水泳、

食習慣改善プログラ ム

　 ・  訓練型

認知機能障害を目的と し た計

算ド リ ルなど

● 認知症予防・ 支援プ ロ グラ ム

を 実施する ために必要な 知識

と 技術を 持っ た 指導者やフ ァ

シリ テータ ー（ 支援者） の育成

● 各事業内容に

応じ た 目標設

定と 評価期間

を設ける。

● 目的型・ 訓練

型事業に つい

て は、 認知機

能の維持ま た

は改善を 目標

と し 、 評価期

間は、 実施期

間に準じ る。

認知症予防・ 支援におけるハイ リ スク ・ アプローチと

ポピュ レーショ ン・ アプローチの長所と 短所

生き がい型の

ポピュレーショ ン・

アプローチ

目的型の

ポピュレーショ ン・

アプローチ

訓練型の

ポピュレーショ ン・

アプローチ

訓練型の

ハイ リ スク ・

アプローチ

対象

・  主と し て健康で認

知症予防に関心を

あま り 持た な い高

齢者

・  認知症予防に関心

を 持つ健康およ び

軽度認知障害の高

齢者

・  認知症予防に関心

を 持つ健康およ び

軽度認知障害の高

齢者

・  認知症予防に関心

を 持つ軽度認知障

害の高齢者

例

・ 囲碁、 将棋、 麻雀

・ 園芸・ 料理

・ パソ コ ン・ 旅行

・  ウォーキング、 水泳、

ダ ン ス 体操、 器具

を 使わな い筋力ト

レーニング

・  認知症予防・ 支援

に 特 化 し た 園 芸、

料 理、 パ ソ コ ン、

旅行プログラ ム、

・  ウォ ーキン グ、 水 

泳

・  食習慣改善プ ロ グ

ラ ム

・  認知機能訓練を 目

的と し た 計算ド リ

ルなど

・ 日常生活動作訓練

・ 認知機能訓練

・ 記憶訓練

・ 計算訓練

・ 有酸素運動

・ 体操

長所

・ 動機づけが容易

・  自立的な長期の継

続がし やすい

・  指導者など 既存の

社会的資源が利用

できる

・  プ ロ グラ ムを 比較

的多く の人たち に

普及さ せる こ と が

できる

・  健康な 人たち の軽

度認知障害への移

行を 予防する 可能

性がある

・ 動機づけが容易

・  自立的な長期の継

続がし やすい

・  要求さ れる 指導技

術が高く ない

・  対象者１ 人当たり

に必要と さ れる 指

導者の数が少ない

・  プ ロ グラ ムを 比較

的多く の人たち に

普及さ せる こ と が

できる

・  健康な 人たち の軽

度認知障害への移

行を 予防する 可能

性がある

・ 動機づけが容易

・  自律的に取り 組め

る

・  要求さ れる 指導技

術が高く ない

・  対象者１ 人当たり

に必要と さ れる 指

導者の数が少ない

・  プ ロ グラ ムを 比較

的多く の人たち に

普及さ せる こ と が

できる

・  健康な 人たち の軽

度認知障害への移

行を 予防する 可能

性がある

・  対象者１ 人当たり

のコ スト が低い

・  プ ロ グラ ムが均一

化し やすい

短所

・  個人的な生き がい

に応じ たプ ロ グラ

ムの多様性が求め

ら れる

・  個人的な生き がい

に応じ た プ ロ グラ

ムの多様性が求め

ら れる

・  指導技術を 持つ人

材を 育成する 必要

がある

・  対象者１ 人当たり

のコ スト がかかる

・ 長期の継続が困難

・  指導技術を 持つ人

材を 育成する 必要

がある

・  生活習慣の変容が

困難

・ 動機づけが困難

・  自律的な 長期の継

続が困難

・  専門的指導技術が

必要

・  対象者に必要と さ

れる 指導者の数が

多い

・  対象者１ 人当たり

のコ ス ト が大き く

かかる
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4 　

移
動 

● 

フ
ッ
ト
ケ
ア
ガ
イ
ド

　

足
に
は
た
く
さ
ん
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
主
病
変
を
優
先
し

て
し
ま
う
の
で
、
足
は
見
て
も
足
の
ト
ラ
ブ
ル
が
今
後
に
お
よ
ぼ
す

問
題
に
ま
で
気
づ
き
が
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
歩
行

障
害
を
き
っ
か
け
に
し
た
転
倒
・
骨
折
、
生
活
機
能
の
低
下
、
糖
尿
病
、

腎
不
全
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、
下
肢
深
部
静
脈
血
栓
症
な
ど
に
起

因
す
る
様
々
な
合
併
症
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
注
意
深
く
、
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
足
を
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■ 

1 

■ 

フ
ッ
ト
ケ
ア
の
方
法

　

皮
膚
の
諸
症
状
に
は
、
皮
膚
の
色
（
赤
・
青
紫
・
蒼
白
・
黒
）、
冷
感
・

熱
感
、
乾
燥
・
亀
裂
、
鱗
屑
、
た
こ
・
鶏
眼
（
う
お
の
め
）
角
質
の

肥
厚
・
硬
化
、
皮
膚
の
湿
潤
性
・
浸
軟
、
水
泡
、
浮
腫
・
腫
脹
、
潰

瘍
、
壊
疽
、
静
脈
瘤
、
爪
の
変
形
な
ど
が
あ
り
、
足
の
変
形
の
有
無

に
つ
い
て
も
視
・
触
診
で
観
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

必
要
に
応
じ
た
皮
膚
科
医
師
の
診
察
や
機
能
測
定
後
、
看
護
師
が

フ
ッ
ト
ケ
ア
を
行
う
。

　

ケ
ア
は
足
浴
を
し
て
角
質
の
除
去
、
爪
切
り
、
削
る
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
患
者
の
状
況
に
即
し
た
ケ
ア
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
「
歩
い

て
も
痛
く
な
く
な
っ
た
」「
人
前
に
足
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
散

歩
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

■ 

2 

■ 

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
フ
ッ
ト
ケ
ア

　

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
も
対
象
サ
ー
ビ

ス
に
組
み
こ
ま
れ
、「
特
定
高
齢
者
施
策
」
の
運
動
機
能
向
上
で
セ

ル
フ
ケ
ア
を
目
指
し
て
い
る
。

　

虚
弱
高
齢
者
の
「
足
指
・
爪
の
ケ
ア
に
関
す
る
事
業
」
と
し
て
通

所
型
、
閉
じ
こ
も
り
で
通
所
が
困
難
な
人
に
も
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
。
特
に
活
動
量
の
低
下
が
見
ら
れ
る
要
支
援
者
や
特
定
高
齢
者
に

は
「
生
活
機
能
の
維
持
・
増
進
、
転
倒
予
防
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
」

を
目
的
に
、
足
部
の
観
察
を
行
い
ケ
ア
を
す
る
。

■ 

3 

■ 

転
倒
・
骨
折
予
防
に
効
果

　

中
年
以
降
の
女
性
の
半
数
が
、
開
張
足
の
横
ア
ー
チ
の
低
下
で
土

踏
ま
ず
が
落
ち
て
偏
平
足
と
な
り
、
足
の
変
形
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
長
時
間
歩
け
な
く
な
る
と
運
動
不
足
に
な
り
、
転
倒
・
骨
折
を

引
き
起
こ
す
。
予
防
や
治
療
に
は
、
自
分
の
足
に
あ
っ
た
深
い
踵
の

運
動
靴
を
利
用
す
る
。
開
張
足
の
横
ア
ー
チ
を
補
整
す
る
た
め
に
は
、

整
形
靴
や
土
踏
ま
ず
の
パ
ッ
ト
、
イ
ン
ソ
ー
ル
の
処
方
が
必
要
に
な

る
。
安
定
し
た
歩
行
に
は
、
中
足
骨
を
締
め
る
紐
の
あ
る
靴
を
履
き
、
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靴
は
紐
を
緩
め
て
か
ら
脱
ぐ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
足
元
を
し
っ
か

り
と
固
め
る
こ
と
が
、
高
齢
者
の
運
動
機
能
向
上
を
図
り
、
大
腿
骨

骨
折
予
防
に
つ
な
が
る
事
実
を
普
及
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

在
宅
で
の
セ
ル
フ
ケ
ア
は
石
鹸
で
よ
く
足
を
洗
う
、
保
温
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
で
血
流
を
促
す
、
深
爪
を
避
け
末
梢
血
管
の
血
流
維
持
の
た

め
禁
煙
が
大
切
と
な
る
。

■
事
例　

85
歳
の
女
性　

要
介
護
３

　

玄
関
で
つ
ま
ず
き
、
転
倒
し
左
大
腿
骨
骨
折
で
手
術
。
手
術
前

は
外
反
母
趾
が
ひ
ど
く
靴
を
履
く
と
痛
み
が
あ
る
た
め
、
ふ
だ
ん

の
生
活
で
は
サ
ン
ダ
ル
履
き
が
主
で
あ
っ
た
。
外
出
の
と
き
は
大

き
め
の
３
Ｅ
の
横
幅
の
広
い
靴
を
履
い
て
い
る
が
、
歩
く
と
踵
が

靴
か
ら
出
る
た
め
、
ぶ
か
ぶ
か
し
て
長
時
間
の
歩
行
が
で
き
な
い
。

　

偏
平
足
で
爪
白
癬
角
質
が
肥
厚
し
白
濁
し
て
い
る
。
夏
の
間
は
足

指
の
水
虫
が
あ
る
。
冬
に
な
る
と
踵
が
ひ
び
割
れ
て
歩
く
と
痛
み
、

血
が
滲
ん
で
く
る
。
骨
折
で
入
院
す
る
ま
で
は
、
足
に
合
う
靴
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
足
の
状
態
は
老
化
現
象
で
し
か
た

が
な
い
と
あ
き
ら
め
て
お
り
、
皮
膚
科
の
受
診
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

伝
い
歩
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
積
極
的
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
足
の
機
能
が
回
復
し
て
く
る
。
足
に
あ
っ
た
踵

が
深
い
靴
を
履
く
よ
う
に
な
り
、
安
定
し
た
歩
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
整
形
外
科
医
と
理
学
療
法
士
、
皮
膚
科
医
、
看
護
師
、
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
の
連
携
で
、
１
年
後
に
は
要
介
護
１
に
ま
で
回
復
し
た
。

● 

暮
ら
し
の
場
で
の
転
倒
予
防
ガ
イ
ド

　

大
腿
骨
頚
部
骨
折
は
年
間
11
万
人
と
も
言
わ
れ
、
暮
ら
し
の
場
で

の
転
倒
予
防
は
、
介
護
予
防
の
中
心
的
命
題
と
言
え
る
。

　

平
成
16
年
の
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
で
は
、介
護
が
必
要
に
な
っ

た
原
因
の
1
位
は
脳
血
管
疾
患
、
2
位
は
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、
3
位

は
骨
折
・
転
倒
で
あ
っ
た
。

　

在
宅
の
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
３
３
６
例
を
1
年
間
追
跡

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
１
０
８
例
が
１
回
以
上
転
倒
し
、
こ
の
う
ち
、

24
％
に
重
度
の
外
傷
、
６
％
は
骨
折
、
全
体
の
１
％
（
4
例
）
に
大

腿
骨
骨
折
が
生
じ
て
い
た
。

　

転
倒
は
単
な
る
「
突
発
的
な
現
象
」
で
は
な
く
、
加
齢
や
運
動
不

足
、
身
体
的
・
精
神
的
疾
患
の
合
併
、
さ
ら
に
薬
剤
の
服
用
な
ど
複

合
的
要
因
の
あ
る
人
に
「
結
果
」
と
し
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
。

■ 

1 

■ 

転
倒
に
よ
る
死
亡
者
数
の
増
加

　

60
歳
代
か
ら
80
歳
代
の
高
齢
者
が
「
ス
リ
ッ
プ
」「
つ
ま
ず
き
」「
よ

ろ
め
き
」
に
よ
る
転
倒
で
死
亡
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
一
度

転
倒
を
経
験
し
た
高
齢
者
は
、
再
転
倒
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
。

　

平
成
16
年
の
全
年
齢
の
転
倒
死
亡
者
数
は
４
、
２
０
１
人
（
高
齢

者
は
３
、
５
７
４
人
）
と
な
っ
て
い
る
（
全
国
）。
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■ 
2 

■ 

転
倒
予
防
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト

①  
高
齢
者
の
転
倒
を
招
く
要
因
を
身
体
的
、
知
的
、
精
神
的
、
環

境
的
観
点
か
ら
分
析
し
て
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
。

②  

転
倒
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
健
診
で
早
期
に
診
断
し
、
運
動
機
能
向

上
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

③  

評
価
シ
ー
ト
で
、
ハ
イ
リ
ス
ク
者
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。

④  

高
齢
者
の
転
倒
を
環
境
的
要
因
か
ら
考
え
る
。
在
宅
で
骨
折
す

る
場
所
は
廊
下
、
ト
イ
レ
、
玄
関
、
室
内
、
風
呂
場
、
ベ
ッ
ド

か
ら
降
り
る
と
き
、
台
所
な
ど
が
多
い
。

■ 

3 

■ 

運
動
指
導
の
実
際

【
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
構
成
】

① 

基
本
運
動

：

柔
軟
体
操
（
５
〜
８
項
目
）

②  

主
運
動

：

足
・
腰
・
腹
部
の
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的
な
項
目
（
８

〜
12
項
目
）

③  

補
助
運
動

：

バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上
、
歩
行
能
力
の
改
善
に
つ

な
が
る
項
目
（
４
〜
８
項
目
）

【
虚
弱
高
齢
者
の
転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
指
導
】

　

虚
弱
高
齢
者
の
転
倒
予
防
の
運
動
指
導
に
は
、
以
下
の
３
つ
が
重

要
で
あ
る
。

①  

膝
関
節
に
注
意
し
て
下
肢
の
筋
力
を
強
化
す
る
こ
と

②  

姿
勢
を
保
つ
た
め
の
平
衡
機
能
を
高
め
る
こ
と

③ 

足
の
指
の
本
来
の
機
能
を
取
り
戻
す
こ
と

　

実
際
の
運
動
指
導
で
は
、
対
象
者
の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
や
、
身

体
的
、
精
神
的
特
徴
を
踏
ま
え
て
目
的
別
、
用
途
別
に
種
目
を
選
定

し
、
安
全
に
段
階
を
踏
ん
で
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
運
動
の
継
続
性
を
高
め
る
重
要
な
要
因
】

　

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
行
い
、
自
分
の
た
め
に
体
の
手
入

れ
や
運
動
を
行
い
、
い
き
い
き
と
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
に
は
、
指
導
者
・
参
加
者
・
フ
ォ
ロ
ー

す
る
者
の
三
者
が
一
体
の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。

★
神
奈
川
県
横
浜
市
の
モ
デ
ル
事
業
、
介
護
予
防
実
践
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
参
照

■ 

4 

■ 

転
倒
予
防
の
住
環
境
整
備
に
あ
た
っ
て

　

加
齢
・
疾
病
や
障
害
に
よ
る
機
能
の
変
化
や
、
日
常
生
活
行
動
の

動
線
に
沿
っ
た
住
環
境
の
リ
ス
ク
要
因
を
、
具
体
的
に
ア
セ
ス
メ
ン

ト
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
睡
眠
剤
の
種
類
と
服
薬
時
間
が
適
切
で
あ
る
か

・
寝
乱
れ
の
少
な
い
寝
衣
で
あ
る
か

・
ベ
ッ
ド
か
ら
ト
イ
レ
へ
の
動
線
の
照
明
は
適
切
か

・
通
路
に
段
差
や
障
害
物
が
な
い
か

・
廊
下
に
手
す
り
が
あ
る
か　

・
マ
ッ
ト
は
固
定
し
て
あ
る
か
、
ほ
つ
れ
は
な
い
か　

な
ど

転倒は結果であり 、 原因でも ある 

内的要因 
身体機能の低下（ 加齢・ 運動不足） 
身体的・ 精神的疾患の合併、薬剤の服用 

易転倒生 転倒 
骨折 

（ 主に大腿骨頚部骨折）  

転倒恐怖感 

寝たき り  
要介護状態 

閉じ こ も り  
廃用症候群 

外的要因 
建物構造、道路、 
履物など 

（ 武藤芳照・ 他： 転倒予防、 臨床整形外科、 40（ ５ ） ： 537-548、 2005、 よ り 引用）  

（ 小松泰喜・ 武藤芳照： 看護技術2007-2よ り 引用）  

転倒・ 転落アセスメ ント シート の例

年齢・ 性別　 　 　 　 　 　 　 　 　 歳　 　 □男性　 □女性
●危険度に応じ た対策

危険度 1 （ 0 ～ 5 点）：

転倒・ 転落を起こ す可能性がある

□ 端座位時の台の高さ （ 足が床に

着く ） の設定

□車椅子のブレ ーキの破損に注意

□声かけを多く する

危険度 2 （ 6 ～ 15 点）：

転倒・ 転落を起こ し やすい

□ 患者の行動から 目を離さ ない

□危険行動と 患者のニーズの関連

を見出す

□ 1 つの動作が身についてから 次

の動作を指導する

□見落と し や不注意を 過度に指摘

し ない

危険度 3 （ 16 ～ 35 点）：

転倒・ 転落をよく 起こ す

□ でき る 限り マン ツ ーマン で対応

する、 常に傍ら にいる

□障害物などの環境危険因子を 排

除する

□安全ベルト やヘッ ド ギアを 使用

する

富山県高志リ ハビ リ テ ーシ ョ ン 病院

（ 参考： 横浜市立市民病院） よ り

看護度

分類 特徴 評価点
評価

スコ ア

既往症

1 転倒・ 転落し たこ と がある いく つ

あっ ても

2
2 失神し たこ と がある

3 痙攣発作がある

感覚 4 視力・ 聴力・ 知覚障害がある 1

機能障害

5 麻痺がある（ 右・ 左・ 四肢・ 対・ 下肢） いく つ

あっ ても

2
6 骨・ 関節に異常がある

7 拘縮・ 変形・ 骨折・ 切断

高次脳

機能障害

8 半側無視 1

9 持つこ と ができ ない 2

10 失語がある 2

11 認知症状がある 2

12 ナースコ ールが押せない 1

13 記憶力・ 学習能力の低下がある 1

14 判断力・ 理解力の低下がある 3

15 不穏行動がある 1

活動領域

16 足腰の弱り 、 筋力の低下がある 1

17 ふら つき がある 1

18 移動に介助が必要 2

19 車椅子・ 杖・ 歩行器を使用 3

薬剤

20 下剤 1

21 抗痙攣薬 1

22 睡眠安定薬 2

23 降圧利尿薬 2

排泄

24 夜間ト イ レ に行く 1

25 頻尿 1

26 尿・ 便失禁がある 1

27 ト イ レ 介助が必要である 2

合計

危険度

第一章　 v  移動
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■
事
例　

88
歳
の
女
性　

一
人
暮
ら
し　

体
重
48
キ
ロ

　

家
族
は
遠
方
に
い
て
年
に
２
回
く
ら
い
訪
ね
て
く
る
。
一
人
で
何

で
も
こ
な
し
て
い
た
が
、
料
理
は
好
き
で
は
な
い
た
め
、
ご
飯
は
炊

く
が
惣
菜
は
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
て
、
小
分
け
し
て
食
べ
て
い
る
。
高

血
圧
で
服
薬
中
。

　

8
月
の
暑
い
日
ざ
し
の
中
、
玄
関
を
出
た
と
こ
ろ
、
フ
ラ
フ
ラ
と

し
て
門
柱
に
ぶ
つ
か
り
、
思
い
っ
き
り
腰
を
打
っ
て
し
ま
う
。
歩
こ

う
と
思
っ
て
も
足
が
前
に
進
ま
な
い
。
痛
み
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

で
、
塀
に
よ
り
か
か
り
し
ば
ら
く
じ
っ
と
し
て
い
た
が
、
と
な
り
の

人
が
様
子
が
お
か
し
い
の
に
気
づ
き
見
に
来
て
く
れ
、
救
急
車
で
病

院
に
搬
送
さ
れ
る
。
右
大
腿
骨
頚
部
骨
折
が
わ
か
り
手
術
を
受
け
る
。

１
か
月
の
入
院
と
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
で
、
杖
歩
行
に
ま
で
回
復
す
る
。

入
院
中
に
軽
い
認
知
症
状
が
出
る
が
、
家
族
は
引
き
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
入
所
、
要
介
護
３
ま
で
に
回
復
す
る
。

1
年
３
か
月
間
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
し
た
が
自
室
で
転
倒
し
、
左

の
大
腿
骨
頚
部
骨
折
と
な
る
。

■ 

5 

■ 

転
倒
・
転
落
を
起
こ
し
や
す
い
疾
患
や
薬

　

高
齢
期
の
転
倒
は
老
化
や
老
年
病
、
さ
ら
に
は
物
的
環
境
な
ど
多

種
多
様
の
要
因
が
相
互
に
関
連
し
、
日
常
動
作
中
に
特
段
の
外
力
が

な
く
て
も
、
起
立
姿
勢
保
持
の
障
害
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

　

起
立
性
低
血
圧
や
洞
不
全
症
候
群
な
ど
に
よ
る
脳
循
環
血
流
の
急

性
低
下
に
よ
り
、
失
神
し
て
転
倒
す
る
こ
と
が
あ
る
。
咳
や
排
尿
、

排
便
に
伴
う
失
神
も
あ
る
。
さ
ら
に
視
力
低
下
、
下
肢
の
変
形
、
筋

骨
格
系
疾
患
、
認
知
症
、
特
に
左
片
麻
痺
患
者
は
左
側
面
の
転
倒
の

危
険
性
が
高
い
。

　

服
薬
に
関
し
て
は
、
特
に
鎮
静
薬
、
睡
眠
薬
、
抗
う
つ
薬
、
抗
精

神
病
薬
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
引
き
起
こ
し
転
倒
す
る
。
降
圧
薬
の
効

き
過
ぎ
は
起
立
性
低
血
圧
を
、
血
糖
降
下
薬
の
効
き
過
ぎ
は
低
血
糖

を
引
き
起
こ
し
、
転
倒
の
危
険
性
が
高
ま
る
。
服
薬
を
要
す
る
基
礎

疾
患
の
病
態
に
常
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

副
作
用
と
し
て
「
転
倒
」
が
明
示
さ
れ
て
い
る
薬
剤
の
例

ト
リ
ア
ゾ
ラ
ム

（
ハ
ル
シ
オ
ン

®

錠
な
ど
）

ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬

ク
ロ
パ
ザ
ム

（
マ
イ
ス
タ
イ
ン

®

錠
な
ど
）
抗
て
ん
か
ん
薬

塩
酸
ド
ネ
ペ
ジ
ル

（
ア
リ
セ
プ
ト
®

錠
な
ど
）

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
エ
ス
ラ
ー
ゼ
（A

C
h
E

）

可
逆
的
阻
害
薬
で
認
知
症
症
状
の
進
行
抑
制
薬

オ
ラ
ン
ザ
ピ
ン

（
ジ
ブ
レ
キ
サ

®

錠
な
ど
）

多
元
受
容
体
標
的
化
抗
精
神
病
薬
で
抗
統
合
失

調
症
薬

転
倒
の
原
因
と
な
る
作
用
・
副
作
用
を
も
た
ら
す
薬
物
群

作
用
・
副
作
用

主
な
薬
物
群

眠
気
、
ふ
ら
つ
き
、

注
意
力
低
下

・
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
・
抗
不
安
薬

・
バ
ル
ビ
ツ
ー
ル
酸
系
睡
眠
薬

・
抗
精
神
病
薬

・
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬

失
調

・
抗
て
ん
か
ん
薬

め
ま
い
・
失
神

・ 

降
圧
薬
（
利
尿
薬
、
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
、
β
遮

断
薬
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
な
ど
）

・ 

血
糖
降
下
薬
（
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
、
ス
ル
ホ
ニ
ル

尿
素
薬
な
ど
）

・ 

抗
コ
リ
ン
薬
（
ク
ラ
ス
Ia
群
不
整
脈
治
療
薬
な
ど
）

低
血
圧

・
抗
う
つ
薬

・
降
圧
薬
（
α
遮
断
薬
）

・
排
尿
障
害
治
療
薬

脱
力
、
筋
緊
張
低
下

・
筋
弛
緩
薬

・
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
・
抗
不
安
薬

せ
ん
妄
状
態
を
招
く

・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療
薬

・
H2

受
容
体
拮
抗
薬

・
β
遮
断
薬

視
力
障
害
を
起
こ
す

・ 

抗
コ
リ
ン
薬
（
ク
ラ
ス
Ia
群
不
整
脈
治
療
薬
な
ど
）

・
抗
拮
抗
薬

・
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群

を
起
こ
す

（
錐
体
外
路
障
害
）

・
抗
精
神
病
薬

・
抗
う
つ
薬

・
制
吐
薬
、
胃
腸
機
能
調
整
薬

■
参
考
文
献
・
資
料

① 

「
は
じ
め
よ
う
！
フ
ッ
ト
ケ
ア
」　

日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
学
界
編
集　

日
本
看
護
協
会
出
版
会

② 

看
護
技
術　

2
0
0
7
.V

o
l.5

3
 N

o
. 2

7
7
4

号　

Ｐ
17

メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た
転
倒
・
転
落
予
防̶

回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
の
取
り
組
み̶

大
高
洋
平
他　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

③ 

看
護
技
術　

2
0
0
7
.V

o
l.5

3
 N

o

．2
7
7
4

号　

Ｐ
24
〜
25

メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社

鈴
木
孝
雄　

東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
・
副
所
長

5　

食
と
栄
養 

● 

暮
ら
し
の
場
で
行
う
口
腔
ケ
ア
ガ
イ
ド

■ 

1 

■ 

口
腔
の
機
能
と
口
腔
ケ
ア
の
意
義

　

人
が
、
自
立
し
た
日
常
生
活
す
な
わ
ち
「
暮
ら
し
」
を
営
む
に
は
、

良
好
な
生
命
活
動
、
生
活
活
動
、
社
会
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
基
盤
と
し
て
、
身
体
的
・
生
理
的
機
能
と
精
神
機
能
の
維
持
・
向
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186187

上
が
大
切
で
あ
る
。
口
腔
は
呼
吸
器
官
と
消
化
器
官
の
入
り
口
で
あ

り
、
摂
食
・
咀
嚼
・
嚥
下
機
能
、
味
覚
、
唾
液
分
泌
、
発
声
・
発
語

と
い
っ
た
生
理
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
口
元
や
顔
は
そ
の
人
の
自
己

表
現
の
源
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
動
の
表
出
、
さ
ら

に
は
若
さ
、
美
し
さ
、
整
容
な
ど
の
要
素
も
表
現
す
る
と
い
う
心
理

的
、
社
会
的
機
能
を
も
担
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
口
腔
の
機
能

は
「
い
の
ち
」
「
か
ら
だ
」「
こ
こ
ろ
」
と
い
っ
た
「
暮
ら
し
」
に
必

要
な
様
々
な
条
件
を
支
え
、
人
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
欠
か
せ
な
い
基
本
的
機
能
で
あ
る
。

　

在
宅
療
養
者
に
お
い
て
も
低
栄
養
と
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
の
予
防
、

食
べ
る
楽
し
み
、
話
す
楽
し
み
の
享
受
に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改
善
や
、

障
害
を
持
っ
た
口
腔
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
継
続
的
な
口
腔
機
能
の
維
持
管
理
を
行
う
歯
科
保
健
医
療

の
役
割
は
大
き
い
。
口
腔
機
能
の
維
持
管
理
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
口
腔
ケ
ア
は
、
生
涯
に
わ
た
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
に
深
く
関
わ
っ

て
お
り
、
自
立
支
援
を
目
指
し
た
ケ
ア
で
あ
る
。
口
腔
ケ
ア
に
よ
り
、

口
腔
環
境
が
改
善
し
食
生
活
、
栄
養
状
態
の
改
善
が
身
体
機
能
の
改

善
に
つ
な
が
り
、
生
活
意
欲
の
回
復
（
生
き
る
喜
び
・
自
立
と
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向
上
）
の
源
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
口
腔
ケ
ア
は
日
常
的
口

腔
ケ
ア
と
専
門
的
口
腔
ケ
ア
を
含
め
、
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■ 

2 

■ 

日
常
的
口
腔
ケ
ア
と
専
門
的
口
腔
ケ
ア

　

口
腔
ケ
ア
は
、
口
腔
清
掃
を
目
的
と
し
た
器
質
的
ケ
ア
と
、
口
腔

機
能
の
維
持
・
回
復
を
目
的
と
し
た
機
能
的
ケ
ア
が
含
ま
れ
る
が
、

自
立
度
や
口
腔
の
状
態
は
個
人
差
が
大
き
く
、
そ
れ
に
対
応
し
た
適

切
な
口
腔
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
。
日
常
的
口
腔
ケ
ア
（
本
人
の
セ
ル

フ
ケ
ア
、
家
族
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
行
う
日
常
の
口
腔
ケ
ア
）

と
、
専
門
職
に
よ
る
専
門
的
口
腔
ケ
ア

（
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
へ
の
口
腔
保

健
指
導
、
専
門
的
口
腔
清
掃
、
口
腔
機

能
の
維
持
・
回
復
な
ど
）
の
連
携
が
重

要
で
あ
り
、
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な

ど
に
お
い
て
口
腔
領
域
の
情
報
の
発
信

と
共
有
が
望
ま
れ
る
。

■ 

3 

■ 

口
腔
領
域
の
観
察
の
留
意
点

　

対
象
者
の
身
体
的
状
況
や
生
活
自
立
度
、
療
養

環
境
、
口
腔
領
域
の
状
態
な
ど
を
把
握
し
な
が
ら
、

口
腔
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

（
１
） 
日
常
的
な
口
腔
ケ
ア
の
場
合

　

日
常
的
な
口
腔
ケ
ア
は
、
開
口
保
持
に
安
楽
な
姿
勢
を
確
保
し
口

の
中
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
ペ
ン
ラ
イ
ト
な
ど
を
用

意
し
、
義
歯
（
入
れ
歯
）
は
必
ず
は
ず
し
て
観
察
す
る
。

（
２
） 

観
察
ポ
イ
ン
ト

　

次
の
よ
う
な
異
常
や
疑
い
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、
歯
科
医
師
、
歯

科
衛
生
士
に
相
談
す
る
。

①  

顔
貌
の
変
化
、
開
口
の
状
態
、
口
唇
の
状
態
、
口
腔
清
掃
状
態
（
歯

の
周
囲
、
舌
な
ど
）
、
歯
・
歯
肉
、
舌
の
状
態
、
口
腔
粘
膜
、
口

腔
内
感
覚
（
過
敏
、
味
覚
障
害
な
ど
）

②  

唾
液
の
分
泌
、
口
腔
乾
燥
状
態
・
義
歯
の
状
態
（
咀
嚼
時
の
痛
み
、

義
歯
の
汚
れ
、
破
損
な
ど
）

③ 

表
情
や
日
常
動
作
の
変
化

　

  

認
知
症
な
ど
意
思
の
疎
通
が
困
難
な
場
合
で
も
、
口
腔
内
の
問

題
が
表
情
や
日
常
動
作
の
変
化
と
し
て
表
出
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

● 

変
化
の
様
子　

　

・
表
情
が
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
う

　

・
い
つ
も
よ
り
、
口
を
開
け
な
く
な
っ
た

　

・
急
に
食
べ
な
く
な
っ
た

　

・
食
事
以
外
の
介
護
に
も
拒
否
が
出
て
い
る

　

・
手
が
な
ん
と
な
く
口
に
い
く

■ 

4 

■ 

日
常
的
口
腔
ケ
ア
の
留
意
点

（
１
） 

口
腔
ケ
ア
の
連
携
と
継
続

　

療
養
状
況
や
口
腔
内
の
状
態
な
ど
に
対
応
し
た
口
腔
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
ケ
ア
の
内
容
を
決
定
す
る
。
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
、
重

要
性
の
理
解
と
介
助
に
つ
い
て
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

① 

職
種
間
の
連
携

口
腔
ケ
ア
が
苦
痛
に
な
ら
な
い
よ
う
、
安
全
で
次
に
つ
な
げ
る

ケ
ア
で
あ
る
よ
う
心
が
け
る
と
と
も
に
、
指
導
内
容
な
ど
を
関

連
職
種
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

② 

継
続

在
宅
か
ら
の
入
院
、
入
所
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
場
合
は
、

口
腔
ケ
ア
は
シ
ー
ム
レ
ス
・
ケ
ア
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
在

宅
で
の
口
腔
ケ
ア
の
方
法
、
義
歯
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
必
ず

申
し
送
り
を
行
う
（
義
歯
の
有
無
、
清
掃
、
容
器
な
ど
）。
入
院
、

要介護者 

日常的 
口腔ケア 

専門的 
口腔ケア 

歯の欠損と 顎堤の状態

舌の汚れ

歯と 歯肉と 歯垢の状態

義歯の汚れ
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入
所
先
で
、
義
歯
の
紛
失
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
る
。
適
切

な
口
腔
ケ
ア
の
た
め
に
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
の
指
導
や

助
言
を
受
け
る
。

（
２
）
口
腔
ケ
ア
を
行
う
環
境
の
整
備

　

本
人
が
安
楽
で
安
全
に
継
続
し
て
口
腔
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

① 

実
施
場
所
の
決
定

口
腔
ケ
ア
の
実
施
場
所
と
し
て
、
洗
面
所
あ
る
い
は
ベ
ッ
ド
上

と
な
る
か
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

② 

姿
勢
の
確
保

口
腔
ケ
ア
に
よ
っ
て
誤
嚥
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
姿
勢
の

確
保
は
重
要
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
吸
引
器
を
準
備
す
る
。

（
３
）
口
腔
ケ
ア
の
実
施
時
期

　

原
則
と
し
て
毎
食
後
の
実
施
が
望
ま
し
い
。
義
歯
の
清
掃
も
毎
食

後
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

① 

食
前
の
口
腔
ケ
ア
の
効
果

食
前
の
口
腔
ケ
ア
は
口
腔
内
に
適
正
刺
激
を
入
れ
る
こ
と
に
な

り
、
口
腔
体
操
、
嚥
下
体
操
な
ど
も
口
腔
機
能
の
賦
活
化
に
つ
な

が
る
た
め
、
特
に
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
場
合
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

② 

経
管
栄
養
の
場
合

胃
ろ
う
な
ど
経
管
栄
養
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
誤
嚥
性
肺
炎
予

防
に
は
口
腔
ケ
ア
は
重
要
で
あ
り
、
経
管
栄
養
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
合
わ
せ
て
栄
養
前
に
行
う
か
、
直
後
は
避
け
、
嘔
吐
な
ど
を

誘
発
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

（
４
）
口
腔
ケ
ア
用
品
な
ど
の
準
備

　

状
態
に
応
じ
て
、
歯
ブ
ラ
シ
・
歯
間
ブ
ラ
シ
・
粘
膜
用
ブ
ラ
シ
・

ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
・
義
歯
用
ブ
ラ
シ
、
含
嗽
剤
、
ガ
ー
グ
ル
ベ
ー
ス

ン
な
ど
を
用
意
す
る
。

　

（
詳
細
に
つ
い
て
は
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
に
相
談
す
る
）

（
５
）
口
腔
ケ
ア
の
実
際
と
注
意
点

① 

口
腔
ケ
ア
が
自
立
し
て
い
る
場
合

口
腔
ケ
ア
の
声
か
け
を
し
な
が
ら
暖
か
く
見
守
り
、
口
腔
ケ
ア

を
生
活
の
リ
ズ
ム
づ
く
り
に
も
活
用
す
る
。
鏡
な
ど
で
、
口
腔

内
を
確
認
し
な
が
ら
行
い
、
歯
ブ
ラ
シ
の
形
状
は
持
ち
や
す
い

ハ
ン
ド
ル
の
も
の
で
、
歯
肉
な
ど
の
状
態
に
適
し
た
毛
先
の
硬

さ
の
も
の
を
選
択
す
る
と
共
に
、
歯
ブ
ラ
シ
圧
に
注
意
す
る
。

 

● 

握
力
が
弱
い
場
合

本
人
の
握
力
が
弱
い
場
合
や
、
届
き
に
く

い
場
合
は
歯
ブ
ラ
シ
の
柄
の
工
夫
を
し
た

り
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
も
検
討
す
る
。

歯
根
の
露
出
部
分
、
歯
間
部
、
歯
頚
部
、

孤
立
歯
や
義
歯
の
ク
ラ
ス
プ
の
か
か
る
歯

の
汚
れ
に
注
意
す
る
。

 

● 

歯
磨
剤
の
使
用

歯
磨
剤
は
発
泡
性
が
少
な
い
も
の
を
少
量
使
用
し
、
誤
嚥
の
可

能
性
が
あ
る
場
合
は
使
用
し
な
い
。

 

● 

歯
肉
か
ら
の
出
血

歯
肉
か
ら
の
出
血
な
ど
に
つ
い
て
は
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士

に
相
談
す
る
。

 

● 

歯
の
な
い
部
分
の
清
掃

歯
が
な
い
顎
堤
部
分
、
粘
膜
も
柔
ら
か
い
ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ

ブ
ラ
シ
な
ど
で
清
掃
す
る
。

 

● 

舌
や
義
歯
の
清
掃

舌
の
清
掃
や
義
歯
の
清
掃
を
行
い
、
セ
ル
フ
ケ
ア
後
の
口
腔
内

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

② 

一
部
介
助
の
場
合

本
人
と
介
助
者
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
本
人
の
残

さ
れ
た
機
能
を
最
大
限
、
維
持
し
引
き
出
す
よ
う
に
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
で
き
な
い
部
分
を
介
助
者
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

③ 

全
介
助
の
場
合

誤
嚥
防
止
の
た
め
、
適
切
な
姿
勢
、
体
位
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
。
座
位
が
と
れ
な
い
場
合
で
も
で
き
る
限
り
45
度
程
度
は

ギ
ャ
ッ
ジ
ア
ッ
プ
し
、
枕
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
姿
勢
を
確
保
す

る
。
側
臥
位
の
場
合
に
は
麻
痺
側
を
上
に
し
て
誤
嚥
を
防
ぐ
こ
と
。

 

● 

乾
燥
が
あ
る
場
合

口
唇
、
口
角
に
対
す
る
処
置
を
行
う
。
義
歯
を
は
ず
し
、
歯
、
歯
肉
、

スポンジブラ シなど

歯ブラ シ

義歯用ブラ シ 歯間ブラ シ

歯ブラ シの柄の工夫の一例
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口
腔
粘
膜
、
舌
、
舌
と
歯
槽
堤
と
の
間
も
よ
く
観
察
す
る
。
麻

痺
側
は
食
物
残
渣
が
溜
ま
り
や
す
い
の
で
注
意
す
る
。

 

● 

事
前
の
準
備
を
整
え
る

口
腔
ケ
ア
で
疲
労
し
な
い
よ
う
に
手
早
く
行
う
た
め
に
、
清
掃

用
具
、
薬
液
、
必
要
に
応
じ
て
吸
引
器
な
ど
の
準
備
を
整
え
て

か
ら
行
う
。

 

● 

道
具
の
選
び
方

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
は
、
柔
ら
か
く
小
さ
め
の
も
の
を
使
用
し
歯

磨
剤
は
使
用
し
な
い
。
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
や
粘
膜
ブ
ラ
シ
な
ど

を
う
ま
く
利
用
す
る
。

 

● 

口
腔
ケ
ア
の
仕
方

ａ  

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
水
、
薬
液
、
含
嗽
剤
な
ど
に
軽
く
浸
し
て
、

丁
寧
に
毛
先
き
磨
き
を
行
う
。

ｂ  

ガ
ー
グ
ル
べ
ー
ス
ン
な
ど

を
頬
に
し
っ
か
り
密
着
さ

せ
て
吐
き
出
さ
せ
る
が
、
必

要
に
応
じ
て
注
射
筒
な
ど

を
利
用
し
て
、
吸
引
し
な

が
ら
ぬ
る
ま
湯
な
ど
で
洗

浄
す
る
。
吸
引
チ
ュ
ー 

ブ

付
き
の
歯
ブ
ラ
シ
も
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用
し
て
も

良
い
。

 

● 

ケ
ア
の
後
は

次
へ
の
期
待
に
つ
な
げ
る
た
め
に
清
涼
感
、
爽
快
感
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
口
腔
ケ
ア
後
は
可
能
で
あ
れ
ば
咳
払
い
を
さ
せ
、

む
せ
や
誤
嚥
を
防
止
す
る
。

（
６
）
口
腔
ケ
ア
の
問
題
点
へ
の
対
応

① 

口
を
開
け
て
く
れ
な
い

口
を
開
け
る
の
を
嫌
が
る
、
意
思
疎
通
が
困
難
、
恐
怖
心
、
警

戒
心
、
羞
恥
心
が
強
い
な
ど
、
口
腔
ケ
ア
を
拒
否
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
指
を
口
腔
内
に
入
れ
て
も
開
け
て
も
ら
え
な
い
こ
と

も
あ
る
。
口
腔
周
囲
、
口
腔
内
が
触
覚
過
敏
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
の
で
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
に
相
談
す
る
。

 

● 

口
を
開
け
て
も
ら
う
た
め
に

ａ  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
否
確
認
、
姿
勢
の
確
認
と
信
頼
関
係

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
位
置
関
係
（
こ
ち
ら
の
動
作
が
見
え
る
よ
う

に
す
る
）
を
保
ち
な
が
ら
声
か
け
を
し
つ
つ
、
少
し
ず
つ
体
幹
の

外
側
（
肩
、
頚
部
、
頬
、
口
唇
な
ど
）
か
ら
手
や
指
を
触
れ
て
緊

張
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
頸
部
の
筋
や
咀
嚼
筋
の
緊
張
を
取
る
こ
と
か

ら
始
め
る
。

ｂ  

口
輪
筋
の
緊
張
を
取
り
な
が
ら
、
口
角
か
ら
口
腔
前
庭
に
指
を
い

れ
、
刺
激
を
し
な
が
ら
頬
部
へ
進
め
る
。

ｃ  

さ
ら
に
臼
後
結
節
か
ら
内
側
翼
突
筋
部
付
近
（
Ｋ
ポ
イ
ン
ト
）
へ

の
刺
激
を
入
れ
る
。

ｄ  

緊
張
を
緩
め
な
が
ら
少
し
ず
つ
開
口
さ
せ
、
適
宜
バ
イ
ト
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
を
利
用
す
る
。
口
腔
内
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
、
指
に

水
や
保
湿
剤
な
ど
つ
け
て
滑
り
を
よ
く
し
て
行
う
。

② 

口
腔
乾
燥
へ
の
対
応

口
呼
吸
、
唾
液
腺
機
能
低
下
、
脱
水
、
薬
剤
な
ど
に
よ
り
、
口
腔

内
は
乾
燥
し
や
す
く
、
唾
液
の
自
浄
作
用
の
減
退
に
よ
り
口
腔

細
菌
が
増
殖
し
や
く
、
不
潔
に
な
り
や
す
い
。
粘
膜
も
弱
く
な

り
、
義
歯
の
吸
着
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
口
腔
内
の
痛

み
の
原
因
と
な
り
や
す
い
。
丁
寧
な
口
腔

ケ
ア
と
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、
ジ
ェ

ル
タ
イ
プ
の
口
腔
内
保
湿
剤
や
リ
キ
ッ
ド

ス
プ
レ
ー
な
ど
を
使
用
す
る
。

■ 

5 

■ 

義
歯
に
つ
い
て

（
１
）
義
歯
の
果
た
す
機
能
に
つ
い
て

　

義
歯
に
よ
る
口
腔
機
能
回
復
は
、
顔
貌
の
整
容
、
発
音
や
摂
食
・

咀
嚼
・
嚥
下
機
能
の
維
持
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
的
・
精
神
的

健
康
状
態
の
維
持
に
も
影
響
し
て
い
る
。
口
腔
機
能
の
適
切
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
義
歯
を
適
切
に
装
着
、
調
整
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

（
２
）
義
歯
の
着
脱
に
つ
い
て

　

着
脱
は
義
歯
を
回
転
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

局
部
床
義
歯
（
部
分
入
れ
歯
）
の
場
合
は
ク
ラ
ス
プ
（
固
定
す
る

金
具
）
を
外
す
方
向
へ
押
し
上
げ
て
外
す
。
特
殊
な
義
歯
も
あ
る
の

で
詳
し
い
方
法
や
義
歯
安
定
剤
の
使
用
の
可
否
な
ど
に
つ
い
て
は
、

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
に
相
談
す
る
。

（
３
）
就
寝
時
の
義
歯
の
取
り
扱
い

　

寝
る
と
き
に
は
義
歯
を
外
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
対
合
す
る
顎

提
が
損
傷
を
受
け
る
場
合
、
顎
関
節
に
過
剰
な
負
担
が
か
か
る
場
合

な
ど
は
夜
間
装
着
す
る
場
合
も
あ
り
、
歯
科
医
師
と
相
談
す
る
。

 吸引カ テーテル付き の歯ブラ シ、

粘膜ブラ シジェ ルタ イ プの保湿剤

総義歯（ 総入れ歯）

局部義歯（ 部分入れ歯）
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（
４
）
義
歯
の
清
掃
と
保
管
に
つ
い
て

　

口
腔
微
生
物
の
リ
ザ
ー
バ
ー
（
貯
蔵
庫
）

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
義
歯
は
常
に
清
潔

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
食
後

は
必
ず
は
ず
し
て
清
掃
に
す
る
習
慣
を
つ

け
、
物
理
的
、
化
学
的
な
清
掃
を
徹
底
す
る
。

● 

清
掃
と
保
管
上
の
留
意
点

ａ  

義
歯
用
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
用
し
て
清
掃
し
、
義
歯
洗
浄
剤
は
正

し
く
使
用
す
る
。

ｂ 

ボ
ー
ル
な
ど
に
水
を
張
り
、
流
水
下
で
入
念
に
洗
浄
す
る
。

ｃ  

義
歯
を
保
管
す
る
容
器
を
決
め
、
置
く
場
所
も
決
め
て
お
く
。

ｄ  

小
さ
い
義
歯
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
包
ま
な
い
よ
う

に
す
る
（
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
）
。

ｅ  

義
歯
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
人
工
臓
器
で
あ
る
の
で
、
毎
日
の
清
掃

と
歯
科
医
師
に
よ
る
定
期
的
な
調
整
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
。

 

■ 

口
腔
ケ
ア
の
参
考
と
な
る
資
料
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

① 

「
食
べ
る
機
能
を
回
復
す
る
口
腔
ケ
ア
」
歯
界
展
望
別
冊

２
０
０
３　

金
子
芳
洋
他
編　

医
歯
薬
出
版

② 

「
脳
卒
中
患
者
の
口
腔
ケ
ア
」
１
９
９
９　

植
田
耕
一
郎　

医
歯
薬
出
版

③ 

「
多
職
種
の
た
め
の
口
腔
ケ
ア
・
期
待
さ
れ
る
介
護
」
２
０
０
１

坂
口
英
夫
他
編　

日
本
口
腔
保
健
協
会

④ 

「
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
へ
の
支
援
・
要
介
護
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
」

２
０
０
２　

加
藤
武
彦
編　

環
境
新
聞
社

⑤ 

「
口
腔
ケ
ア
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
１
９
９
４　

鈴
木
俊
夫
監
修　

日
総
研
出
版

⑥ 

「
食
べ
る
機
能
の
障
害
と
栄
養
ケ
ア
」
臨
床
栄
養
臨
時
増
刊

２
０
０
７
・
９　

医
歯
薬
出
版

⑦ 

「
８
０
２
０
推
進
財
団
」

h
ttp

://w
w

w
.8

0
2
0
z
a
id

a
n
.o

r.jp
/c

a
re

/in
d
e
x
.h

tm
l

⑧ 

「
口
腔
ケ
ア
の
実
態
調
査
と
手
技
の
確
立
に
関
す
る
研
究
」

h
ttp

://w
w

w
.a

ic
h
i-g

a
ku

in
.a

c
.jp

/̃
o
ra

lc
a
re

/in
d
e
x
.h

tm
l

⑨ 

「
要
介
護
者
口
腔
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

h
ttp

://w
w

w
.d

e
n
t.n

iig
a
ta

-u
.a

c
.jp

/o
ra

l-c
a
re

/              

な
ど  

■ 

訪
問
歯
科
診
療
な
ど
に
つ
い
て
相
談

① 

（
社
）
東
京
都
歯
科
医
師
会　

h
ttp

://w
w

w
.to

k
y
o
-d

a
.o

rg
/

② 

東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
ま
わ
り
」

（
訪
問
診
療
・
在
宅
医
療
）

h
ttp

://w
w

w
.h

im
a
w

a
ri.m

e
tro

.to
k
y
o
.jp

/q
q
q
q
1
3
to

1
2
sr.a

s
p

義歯の清掃

食事と 口腔ケアのチェ ッ ク ポイ ント

食事と 口腔ケア（ 留意点） 目標と チェ ッ ク ポイ ン ト

食事の準備、 用意

・ 食事時間、 食事場所

・  調理方法、 食形態、 制限食、

栄養管理

・ 増粘食品、 栄養補助食品

・  食べる 意欲と 食べ物へのこ

だわり

・ 嗜好品、 間食について

・  配食サービ ス、 デイ サービ

スでの食事

おいし く 食べるこ と への導き

● 食環境の整備、 準備

１ ） 十分な覚醒と 食前の排泄管理

２ ） 手指の清潔

３ ）  雰囲気・ 配膳・ 食卓・ 椅子（ 食事姿勢の確保が大切）・

食具の選択、 準備

４ ） 口腔の準備

・ 口腔内の観察、 口腔清潔の確認と 清掃

・ 義歯（ 入れ歯） の確認

・ 口の準備体操　（ 嚥下体操、 口の体操など）

５ ） コ ミ ュ ニケーショ ンを 大切に

食事摂取と 介助

・  食事姿勢の確保・ 声かけと

説明

・ 食形態などの確認

・ 最初の一口でのむせに注意

・  口へ入れる タ イ ミ ン グと 一

口量

・ 飲み込むこ と の確認

・  口の中に残っ て いな いかの

確認

・ 食事にかかる時間と 疲労度

安全においし く 必要量を 食べるために

● 食事介助と 見守り

１ ） 手元調理・ 増粘食品などの使用

２ ） 食具の使用具合

３ ） 口まで運ぶ状態・ 口への取り 込み

４ ） 一口量

５ ） 口に入れるペース、 口から のこ ぼれ

６ ） 小分けの必要性

７ ） 姿勢、 体位の保持

８ ） 食事への集中、 声かけのタ イ ミ ング

９ ） むせ、 咳込みの状態

10） 口腔内に残留がないか

11） 義歯の具合

食後のケア

・  服薬管理、 口腔内残留があ

るかの確認

・ 口腔ケアグッ ズの準備

・  う がいの準備と 必要に応じ

て吸引器の準備

・ 口腔ケア時の姿勢の確保

・  安全で 安楽な 口腔ケア を 目

指す

・  誤嚥に十分注意する

・  義歯の清掃、 管理の徹底

食後の団欒と 服薬・ 口腔清潔保持

● 食後の見守り と 口腔ケア

１ ） 服薬管理

２ ） 食後の咳込みなどの有無

３ ） 食後の口腔内清掃

・ 義歯を外す

・ 食物残渣の除去、 う がい

・ 歯、 歯肉、 顎堤、 舌の観察

・ 歯ブラ シ、 歯間ブラ シなどでプラ ーク の除去

・ 舌の清掃など

・ 必要に応じ て含嗽剤などの使用

 ４ ） 義歯の清掃

・ 義歯の清掃、 洗浄

・ 必要に応じ て、 洗浄剤の使用

第一章　 b  食と 栄養
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いつまでも おいし く 食べるために 

「 要介護の人への食事介助」  

1　 食事の姿勢に注意 

2　 食べやすい食べ物の特徴と 注意 

3　 食事介助のヒ ント ！ 

食べにく い食べ物 

正し い姿勢は呼吸と 嚥下がう まく  

協調する のに必要 

車椅子やベッ ド では 

腰の位置と ベッ ド の折り 目を 合わ 

せる 。  

首が適度に前屈でき る よ う に気を  

つける 。  

● 柔ら かく 性状が均一 

● 口やのどを通過すると き変形し やすい 

● 口腔内でまと まり やすい 

● べたつかない 

● 一口量と 食べるペースに注意！ 

テーブルと 椅子の位置 

テーブルは肘が乗るく ら いの高さ 、  

椅子は足底が床に着く 高さ が適当。  

体
躯
の
傾
斜 

テ
ー
ブ
ル
の
高
さ 

椅
子
の
高
さ 

テーブルと の 

距離 

股関節の角度 
足をし っ かり つける 

膝関節の角度 

体躯の傾斜 

 

● ぱさ ぱさ し た食べ物（ イ モ、 カ ステラ ）  

● 硬い食べ物（ 肉）  

● 繊維の多い食べ物（ 野菜）  

● 変形するがつぶれない食べ物（ 練り 製品）  

他に、 かまぼこ やコ ンニャ ク などのかみち

ぎり にく いも の、 海苔やわかめなどの薄い

も の 

自分で口唇を閉じ ら れなかっ た

ら 介助をし てあげる。  

 

水を飲むと きは、 上唇が水面に

触れ、 すすり 込めるよう にし て

あげると 、 飲みやすく なる。  

介助者が立っ たまま介助すると 、

上を向いてし まう ので、 口唇は

閉じ にく く 、 また誤嚥し やすく

なる。  

上唇でし っ かり 食べ物を擦

り 取れるこ と が大切。  

スプーンは真っ 直ぐ に運び、

真っ 直ぐ に引き抜く 。  

スプーンの背は下唇に当て

る。  

（ 社） 東京都歯科医師会編： お口の健康は元気の近道、 2007.3 より

● 

摂
食
・
嚥
下
機
能
評
価
と
対
策
ガ
イ
ド

■ 

1 

■ 

咀
嚼
の
観
察
と
食
形
態
の
選
択
（
表
１
）

　

咀
嚼
機
能
を
観
察
す
る
上
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
要
素
は
咬
合

支
持
（
上
下
の
歯
、
特
に
臼
歯
部
に
お
い
て
お
互
い
に
か
み
合
う
場

所
）
の
存
在
で
あ
る
。
咀
嚼
力
を
最
も
発
揮
で
き
る
の
は
天
然
歯
ど

う
し
の
咬
合
支
持
で
あ
り
、
義
歯
ど
う
し
で
の
み
で
し
か
得
ら
れ
な

い
場
合
、
そ
の
能
力
は
低
下
す
る
。
さ
ら
に
、
咀
嚼
の
可
否
を
判
断

す
る
と
き
、
舌
と
頬
の
運
動
が
い
か
に
下
顎
の
動
き
に
協
調
し
て
い

る
か
評
価
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
歯
を
失
い
、
そ
れ
に
代
わ
る

義
歯
を
何
ら
か
の
理
由
で
使
用
で
き
な
く
な
る
と
、
顎
間
（
歯
ぐ
き
）

に
よ
る
す
り
つ
ぶ
し
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
つ
い
で
、
食

物
の
顎
間
へ
の
移
送
が
困
難
に
な
る
と
、
舌
と
口
蓋
に
よ
る
押
し
つ

ぶ
し
中
心
の
処
理
と
な
る
。
さ
ら
に
、
押
し
つ
ぶ
し
や
咽
頭
へ
の
移

送
も
困
難
な
場
合
も
あ
り
、
こ
の
際
に
は
、
嚥
下
の
み
の
対
応
と
な

る
。
咀
嚼
機
能
の
評
価
は
、
咀
嚼
側
へ
の
舌
の
動
き
と
口
角
の
引
き

が
咀
嚼
の
可
否
の
指
標
と
な
る
。
さ
ら
に
、
咽
頭
収
縮
の
圧
力
で
、

あ
る
程
度
の
大
き
さ
に
つ
ぶ
れ
る
こ
と
が
、
安
全
に
嚥
下
で
き
る
食

形
態
と
い
え
る
。
高
齢
者
は
咽
頭
の
収
縮
力
が
減
弱
し
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
、
舌
に
よ
る
押
し
つ
ぶ
し
の
運
動
が
可
能
で
あ
る
と
判
断

し
た
対
象
者
へ
の
食
事
も
、
提
供
者
が
実
際
に
歯
を
使
う
こ
と
な
く

舌
で
食
品
を
押
し
つ
ぶ
し
て
み
る
と
そ
の
適
否
が
判
断
で
き
る
。
摂

食
・
嚥
下
機
能
に
即
し
た
食
形
態
を
提
供
で
き
な
い
場
合
、
窒
息
や

誤
嚥
の
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

表
１　

必
要
な
問
診
項
目

食
形
態

摂
取
食
形
態
の
聴
取
、
食
形
態
の
変
更
の
有
無
、
食
べ

に
く
い
食
事
は
何
か

臼
歯
部
咬
合

支
持
の
存
在

天
然
歯
ど
う
し
の
咬
合
支
持
の
有
無
、
義
歯
の
使
用
状

況

歯
の
問
題

疼
痛
を
有
す
る
歯
や
動
揺
歯
の
有
無

口
腔
乾
燥

口
の
渇
き
の
有
無
、
食
事
時
の
頻
繁
な
飲
水

食
事
状
況

む
せ
の
有
無
、
食
べ
こ
ぼ
し
の
有
無
、
口
腔
内
の
食
物

残
渣
の
有
無
、
食
事
時
間
（
少
な
く
と
も
、
30
分
以
内

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
）
、
食
事
量
の
変
化
、

流
涎
の
有
無

服
薬
内
容

口
腔
乾
燥
の
原
因
に
な
る
薬
剤
の
有
無
、
口
腔
の
運
動

障
害
を
副
作
用
に
持
つ
薬
剤
の
有
無

■ 

2 

■ 

摂
食
・
嚥
下
機
能
の
評
価

（
1
）
摂
食
・
嚥
下
障
害
を
疑
う
症
状

①
食
事
中
に
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

む
せ
は
誤
嚥
や
喉
頭
侵
入
を
疑
う
最
も
重
要
な
症
状
で
あ
る
が
、

不
顕
性
誤
嚥
と
呼
ば
れ
る
誤
嚥
や
喉
頭
侵
入
を
起
こ
し
て
い
て
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も
む
せ
の
反
応
が
起
こ
ら
な
い
、
ま
た
は
遅
れ
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

②
唾
液
が
口
の
中
に
溜
ま
る

１
日
に
平
均
１
r
か
ら
1.5 

r
ほ
ど
分
泌
さ
れ
る
唾
液
は
口
腔
内

に
溜
ま
り
、
あ
る
程
度
の
量
に
な
る
と
嚥
下
反
射
が
惹
起
さ
れ
処

理
さ
れ
る
。
し
か
し
、
嚥
下
反
射
が
惹
起
し
な
い
、
ま
た
は
十

分
な
嚥
下
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
口
腔
内
に
唾
液
が
貯
留
す

る
。
唾
液
が
貯
留
す
る
症
状
が
あ
る
場
合
、
唾
液
の
分
泌
が
多

く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
嚥
下
障
害
の
症
状
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

③
飲
み
込
む
の
に
苦
労
す
る
こ
と
が
あ
る

加
齢
や
脳
血
管
障
害
な
ど
に
よ
る
運
動
障
害
に
よ
っ
て
、
咽
頭

収
縮
力
が
弱
ま
っ
た
場
合
に
は
、
嚥
下
の
際
に
困
難
感
を
訴
え

る
。
ま
た
、
食
道
腫
瘍
な
ど
食
物
の
通
過
路
に
器
質
的
問
題
が

あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
顕
著
と
な
る
。
食
物
の
咽

頭
残
留
感
を
訴
え
る
場
合
も
あ
る
。

④
声
が
変
わ
っ
た
（
湿
性
嗄
声
）

声
帯
、
喉
頭
前
庭
や
喉
頭
口
周
囲
に
、
唾
液
や
食
物
が
停
滞
し

た
場
合
に
発
せ
ら
れ
る
声
で
あ
り
、
湿
っ
た
よ
う
な
が
ら
が
ら

声
と
し
て
聴
取
さ
れ
る
。
食
事
を
始
め
る
と
発
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
。

⑤
食
事
を
残
す
こ
と
が
多
く
、
体
重
が
減
少
す
る

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
結
果
、
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
を

摂
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
食
事
時
間
の
延
長
は
、
疲
労
を

招
き
、
誤
嚥
や
窒
息
の
原
因
に
も
な
る
。
1
か
月
に
体
重
の
５
％

以
上
、
半
年
で
10
％
以
上
の
変
化
は
、
栄
養
状
態
に
と
っ
て
も

問
題
の
あ
る
変
化
と
な
る
。

（
2
）
摂
食
・
嚥
下
機
能
の
評
価
法

①
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法

ⅰ 

喉
頭
挙
上
の
触
診
、
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト

　

 

嚥
下
の
際
に
、
喉
頭
隆
起
に
指
の
腹
を
当
て
て
唾
液
を
嚥
下

す
る
よ
う
に
指
示
し
、
挙
上
す
る
喉
頭
の
動
き
を
触
診
す
る

方
法
。
指
示
し
て
か
ら
嚥
下
運
動
が
起
こ
る
ま
で
時
間
が
か
か

る
、
ま
た
は
、
喉
頭
隆
起
の
挙
上
が
十
分
で
な
い
な
ど
を
診
断

す
る
。
こ
の
方
法
を
標
準
化
し
た
も
の
に
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス

ト
（R

e
p
e
titiv

e
 s

a
liv

a
 s

w
a
llo

w
in

g
 te

st : R
S

S
T

）
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
被
検
者
に｢

で
き
る
だ
け
何
回
も　

ゴ
ッ
ク
ン　

と

つ
ば
を
飲
み
込
む
こ
と
を
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い｣

と
指
示
し
、

嚥
下
回
数
を
観
察
値
と
す
る
。
唾
液
の
分
泌
不
全
が
あ
る
場

合
は
１
㏄
の
人
工
唾
液
を
あ
ら
か
じ
め
口
腔
内
に
噴
霧
し
て

か
ら
行
う
よ
う
に
す
る
。
30
秒
間
で
３
回
以
上
を
正
常
値
と

す
る
。

ⅱ 

水
飲
み
テ
ス
ト

　

 

水
を
飲
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
時
間
、
む
せ
の
有
無
、
飲
み
方
に

つ
い
て
記
載
す
る
方
法
。
検
査
に
用
い
た
水
は
誤
嚥
し
て
も
安

全
性
が
高
く
、
在
宅
な
ど
で
も
行
え
る
方
法
。
し
か
し
、
著

し
い
誤
嚥
が
予
想
さ
れ
る
患
者
に
は
負
担
が
大
き
い
。（
表
２
）

②
頸
部
聴
診

喉
頭
の
側
方
に
聴
診
器
を
当
て
て
、
呼
吸
音
や
嚥
下
音
を
聴
取

す
る
方
法
で
あ
る
。
健
常
者
の
嚥
下
で
は
、
清
澄
な
呼
吸
音
、
そ

れ
に
続
く
嚥
下
に
伴
う
呼
吸
の
停
止
、
嚥
下
に
伴
う
ク
リ
ッ
ク

音
、
そ
し
て
、
嚥
下
後
の
清
澄
な
呼
吸
音
が
聴
取
さ
れ
る
。
一

方
、
嚥
下
障
害
患
者
の
場
合
に
は
、
嚥
下
前
よ
り
湿
性
音
（w

e
t 

s
o
u
n
d

）
や
嗽
音
（g

a
rg

lin
g
 so

u
n
d

）
が
聴
取
さ
れ
る
。
試
料

（
少
量
の
水
な
ど
）
の
嚥
下
に
あ
た
っ
て
は
、
呼
気
に
よ
り
ま
た

は
、
吸
引
に
よ
り
咽
頭
内
、
喉
頭
内
の
貯
留
物
を
除
去
し
て
か

ら
行
う
。
試
料
の
嚥
下
の
際
に
は
、
長
い
嚥
下
音
や
複
数
回
の

嚥
下
音
、
泡
立
つ
よ
う
な
音
（b

u
b
b
lin

g
 s

o
u
n
d

）
が
聴
取
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
湿
性
音
（w

e
t so

u
n
d

）
や
嗽
音
（g

a
rg

lin
g
 

s
o
u
n
d

）
が
聴
取
さ
れ
る
場
合
に
は
、
誤
嚥
や
喉
頭
侵
入
、
咽
頭

残
留
が
強
く
疑
わ
れ
る
。

表
２　

水
飲
み
テ
ス
ト
の
方
法

常
温
の
水
30
p
を
注
い
だ
薬
杯
を
椅
座
位
の
状
態
に
あ
る
患
者
の

健
手
に
手
渡
し
、
「
こ
の
水
を
い
つ
も
の
よ
う
に
飲
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
言
う
。
水
を
飲
み
終
わ
る
ま
で
の
時
間
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
観
察
す
る
。

●｢

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル｣

① 

１
回
で
む
せ
る
こ
と
な
く
飲
む
こ
と
が
で
き
る

② 

２
回
以
上
に
分
け
る
が
、
む
せ
る
こ
と
な
く
飲
む
こ
と
が
で
き
る

③ 

１
回
で
飲
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

④ 

２
回
以
上
に
分
け
て
飲
む
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

⑤  

む
せ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
、
全
量
飲
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る

●｢

エ
ピ
ソ
ー
ド｣

す
す
る
よ
う
な
飲
み
方
、
含
む
よ
う
な
飲
み
方
、
口
唇
か
ら
の
水
の
流
出
、

む
せ
な
が
ら
も
無
理
に
動
作
を
続
け
よ
う
と
す
る
傾
向
、
注
意
深
い
飲
み

方
な
ど

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
１
で
５
秒
以
内

：

正
常
範
囲

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
１
で
５
秒
以
上
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
２

：

疑
い

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
３
〜
５

：

異
常

③
嚥
下
内
視
鏡
検
査

摂
食
・
嚥
下
機
能
の
評
価
の
う
ち
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
も
言
う
べ
き
、
嚥
下
造
影
検
査
（
Ｖ
Ｆ
）
に
か
わ
っ
て
在
宅
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診
療
に
お
い
て
有
効
な
方
法
は
嚥
下
内
視
鏡
検
査
（
Ｖ
Ｅ
）
で

あ
る
。
鼻
咽
腔
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
持
ち
運
び
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
施
設
や
在
宅
な
ど
の
生
活
の
場
で
の
使
用
に
適
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
被
検
者
に
無
用
な
緊
張
を
与
え
る
こ
と
な
く
、

日
常
に
近
い
形
で
検
査
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
試
験
食
と

し
て
通
常
の
食
事
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
有
用
で
あ
る
。

ま
た
、
家
族
や
介
護
職
な
ど
の
立
会
い
の
下
の
検
査
が
可
能
で
、

食
形
態
の
調
整
や
代
償
姿
勢
な
ど
の
食
事
の
環
境
整
備
の
た
め

の
情
報
の
共
有
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
有
用
性
が
高
い
と
い
え
る
。

■ 

3 

■ 

摂
食
・
嚥
下
障
害
者
へ
の
対
応

　

摂
食
・
嚥
下
障
害
に
は
、
嚥
下
機
能
訓
練
や
食
事
の
環
境
整
備
が

有
効
で
あ
る
。
経
口
摂
取
が
安
全
に
行
え
る
嚥
下
機
能
が
獲
得
で
き

る
と
は
限
ら
ず
、
経
口
摂
取
の
制
限
が
必
要
と
な
り
、
胃
ろ
う
な
ど

経
管
栄
養
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
。
在
宅
に
お
い
て
は
、

機
能
訓
練
や
環
境
整
備
に
お
い
て
、
患
者
本
人
や
家
族
（
介
護
者
）

の
嚥
下
障
害
に
対
す
る
理
解
度
や
介
護
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

病
院
に
お
い
て
経
口
摂
取
が
可
能
な
場
合
で
も
改
め
て
、
適
切
な
摂

食
・
嚥
下
機
能
評
価
が
必
要
な
場
合
も
多
く
、
経
口
摂
取
の
制
限
が

必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

【
在
宅
診
療
に
お
け
る
指
導
】

摂
食
・
嚥
下
障
害
へ
の
対
応
と
し
て
、
食
形
態
の
調
整
、
代
償
的
嚥

下
方
法
、
食
事
姿
勢
の
確
保
な
ど
の
家
族
や
介
護
者
へ
の
適
正
な
指

導
が
必
要
で
あ
る
。

（
１
）
食
形
態
の
調
整

　

残
存
す
る
嚥
下
機
能
に
適
さ
な
い
食
形
態
の
提
供
は
、
誤
嚥
や
窒

息
を
招
く
結
果
と
な
る
。
さ
ら
さ
ら
し
た
水
様
物
や
ぱ
ら
ぱ
ら
、
ぱ
さ

ぱ
さ
し
た
食
品
な
ど
は
む
せ
や
す
く
、
繊
維
の
多
い
食
品
な
ど
も
食

べ
に
く
い
。
単
に
「
嚥
下
障
害
＝
と
ろ
み
食
」
の
対
応
で
は
、
病
態
に

よ
っ
て
は
不
適
切
な
場
合
が
あ
り
、
適
正
な
評
価
、
診
断
の
下
に
指
導

が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
表
３
）。
無
理
解
に
よ
り
、
高
粘
度
の
食

品
が
提
供
さ
れ
「
嚥
下
困
難
食
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
増
粘
食
品
な
ど
の
適
正
な
使
用
方
法
が
求
め
ら
れ
る
。

表
３

 

と
ろ
み
食（
粘
度
の
付
与
）

が
適
し
て
い
る
患
者

・
咽
頭
反
射
の
低
下
し
て
い
る
患
者

・
喉
頭
挙
上
障
害
の
あ
る
患
者

 

高
粘
度
の
食
品
が

不
適
な
患
者

・
咽
頭
へ
の
送
り
込
み
に
問
題
の
あ
る
患
者

・ 

咽
頭
収
縮
力
が
低
下
し
咽
頭
残
留
の
あ
る
患
者

・ 

咽
頭
や
食
道
腫
瘍
な
ど
に
よ
っ
て
通
過
障
害
の

あ
る
患
者

（
２
）
代
償
的
嚥
下
法
（
代
償
的
姿
勢
）

　

食
物
の
取
り
込
み
や
咽
頭
へ
の
送
り
込
み
が
悪
い
患
者
、
咽
頭
残

留
の
あ
る
患
者
、
咽
頭
の
一
側
に
麻
痺
の
あ
る
患
者
な
ど
に
嚥
下
の

際
の
姿
勢
指
導
を
行
う
。

・
頸
部
前
屈
位

舌
根
部
の
運
動
障
害
や
嚥
下
反
射
の
遅
延
、
喉
頭
閉
鎖
不
全
が

見
ら
れ
る
場
合
に
有
効
で
、
喉
頭
蓋
谷
へ
の
食
物
残
留
の
減
少

や
舌
根
運
動
の
補
強
、
喉
頭
入
口
部
の
狭
め
る
の
に
効
果
が
あ
る
。

・
複
数
回
嚥
下
、
追
加
嚥
下

咽
頭
に
残
留
し
た
食
物
は
数
度
繰
り
返
し
嚥
下
を
さ
せ
る
こ
と

で
飲
み
込
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
。
一
口
に
つ
き
数
度
飲
み
込
む

よ
う
に
指
導
す
る
。

・
横
向
き
嚥
下

片
側
の
喉
頭
や
咽
頭
に
麻
痺
が
見
ら
れ
る
場
合
に
、
患
側
を
向

い
て
（
右
下
や
左
下
を
向
い
て
）
嚥
下
す
る
よ
う
に
す
る
。
患

側
の
咽
頭
を
通
過
す
る
こ
と
な
く
嚥
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
咽
頭
へ
の
食
物
残
留
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
少
量
頻
回
の
食
事

一
度
に
十
分
な
摂
取
量
を
取
れ
な
い
患
者
に
は
、
一
日
3
回
の

食
事
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
食
事
の
回
数
を
増
や
し
、
食
事
に

よ
る
疲
労
を
防
ぎ
、
摂
取
量
を
増
加
さ
せ
る
。

（
３
）
嚥
下
機
能
訓
練

　

嚥
下
機
能
訓
練
に
は
、
食
物
を
用
い
る
直
接
訓
練
と
食
物
を
用
い

な
い
間
接
訓
練
が
あ
る
。
嚥
下
障
害
患
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
障

害
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
多
く
の
訓
練
を
同
時
進
行
で

提
案
す
る
と
、
患
者
に
と
っ
て
も
負
担
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
集
中
的
に
短
期
間
行
う
こ
と
が
良
い
と
さ
れ
て
い

る
。
代
表
的
な
間
接
訓
練
を
以
下
に
示
す
。

（
⁄
） 

口
腔
周
囲
筋
群
訓
練　

舌
訓
練
、
頬
訓
練
、
軟
口
蓋
挙
上
訓
練

（
¤
）
咀
嚼
・
送
り
込
み
訓
練　

咀
嚼
訓
練
、
送
り
込
み
訓
練

（
‹
） 

嚥
下
運
動
訓
練　

冷
圧
刺
激
法
、
舌
根
後
退
運
動
、
舌
保
持

嚥
下
訓
練
、
シ
ャ
キ
ア
訓
練

（
›
）
頸
部
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

頸
部
可
動
域
訓
練　

　

直
接
訓
練
で
は
、
摂
食
・
嚥
下
機
能
評
価
に
基
づ
き
、
適
切
な
食

形
態
を
選
択
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
姿
勢
の
確
保
、

食
べ
方
の
提
案
、
ま
た
は
、
介
助
方
法
の
調
整
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

■ 

参
考
図
書

① 

金
子
芳
洋
、
千
野
直
一
監
修
「
摂
食
・
嚥
下
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
医
歯
薬
出
版
、
東
京
、 

１
９
９
８
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② 
才
藤
栄
一
「
分
担
課
題 : 

摂
食
機
能
減
退
の
診
断
法
の
開
発　

平
成
7
年
度
厚
生
省
・
健
康
政
策
調
査
研
究
事
業
分
担
研
究
報

告
書｢
個
人
の
摂
食
能
力
に
応
じ
た
味
わ
い
の
あ
る
食
事
内
容
・

指
導
等
に
関
す
る
研
究｣

」
（
主
任
研
究
者 : 

金
子
芳
洋
）
、
１
９

９
２
、
43
ー

52

③ 

窪
田
俊
夫
、
三
島
博
信
、
花
田
実
ほ
か
「
脳
血
管
障
害
に
よ
る

麻
痺
性
嚥
下
障
害
。
総
合
リ
ハ
」

10 : 

271
ー

276　

１
９
８
２

④ 

才
藤
栄
一
、
水
野
雅
康
、
小
口
和
代
、
馬
場　

尊
、
菅
沼
宏
之
「
摂

食
・
嚥
下
障
害
へ
の
多
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ　

摂
食
・
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト　

臨
床
リ
ハ
」
６ : 

635
ー

639
、

１
９
９
７

● 

栄
養
支
援
ガ
イ
ド

■ 

1 

■ 
 

栄
養
支
援
チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ : N

u
tr

itio
n

s
u

p
p

o
r
t te

a
m

）
が
も
た
ら
す
も
の

　

近
年
、
高
齢
者
の
入
院
や
施
設
療
養
に
、
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評

価
が
導
入
さ
れ
、
栄
養
支
援
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

個
別
の
総
合
的
か
つ
積
極
的
な
栄
養
管
理
が
、
心
身
や
筋
肉
の
機

能
を
改
善
し
、
生
活
機
能
の
維
持
向
上
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

　

栄
養
支
援
は
１
９
７
０
年
代
に
米
国
で
生
ま
れ
た
病
院
に
お
け
る

栄
養
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
主
治
医
と
は
別
の
栄
養
管
理
専
門
の

医
師
を
中
心
と
し
た
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
組
織
横
断
的
な
専
門
チ
ー
ム
が
、
栄
養
管
理
を
行
っ
た
こ
と

に
始
ま
る
。
適
切
な
栄
養
管
理
が
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
、
合
併

症
の
減
少
、
褥
瘡
や
誤
嚥
、
嚥
下
障
害
の
改
善
な
ど
を
も
た
ら
す
。

　

わ
が
国
で
も
病
院
機
能
評
価
項
目
に
加
え
ら
れ
、
関
心
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
が
、
在
宅
医
療
の
現
場
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
普
及
し
て

は
い
な
い
。

■ 

2 

■ 
 

在
宅
医
療
や
介
護
予
防
に
お
け
る
栄
養
管
理
の
課
題

　

在
宅
医
療
と
し
て
の
栄
養
管
理
を
、
か
か
り
つ
け
医
や
看
護
師
の

努
力
だ
け
で
病
院
の
よ
う
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
地
域
や
サ
ー
ビ

ス
担
当
者
会
議
な
ど
の
場
で
、
利
用
し
や
す
い
多
職
種
協
働
の
栄
養

管
理
ツ
ー
ル
を
工
夫
し
て
、
在
宅
医
療
に
か
か
わ
る
多
職
種
が
、
Ｎ

Ｓ
Ｔ
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
地
域
で
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と

が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
管
理
栄
養
士
の
行
う
訪
問
栄
養
指
導
は
、
医
療
保
険
制
度

で
は
在
宅
患
者
訪
問
栄
養
食
事
指
導
、
介
護
保
険
制
度
で
は
居
宅
療

養
管
理
指
導
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
当
然
、
在
宅
栄
養
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
病
名
、
検
査
値
だ
け
で
は
な
く
、
療
養
者
の
生
活
習
慣
や

家
族
背
景
な
ど
多
様
な
生
活
情
報
を
収
集
す
る
に
始
ま
る
。
低
栄
養

の
原
因
に
は
、
疾
病
要
因
（
機
能
、
器
質
的
障
害
、
消
化
器
症
状
、

投
薬
の
影
響
）、
認
知
症
、
う
つ
病
、
一
人
暮
ら
し
な
ど
の
環
境
要

因
が
複
雑
に
交
差
し
て
い
る
。

■ 

3 

■ 
 

栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
支
援
の
仕
組
み

　

参
考
に
、
病
院
で
の
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
項
目
を
表
2
に
示
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
に
よ
り
、
身
長
・
体
重
・
血
液
デ
ー
タ
、
身
体
計
測
な
ど
の

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
解
析
を
行
い
、
患
者
の
栄
養
状
態
を
評
価
す
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
欠
乏
パ
タ
ー
ン
を
診
断
し
、
蛋
白
質
主
体
、
あ
る
い
は
脂

質
強
化
な
ど
の
病
態
に
適
す
る
栄
養
法
を
見
出
す
。
そ
の
後
も
、
定

期
的
に
再
評
価
を
行
う
。

　

表
1
に
、
必
要
栄
養
量
を
算
定
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
法
を
示

す
。
こ
れ
ら
の
評
価
方
法
は
、
栄
養
管
理
・
栄
養
支
援
の
視
点
か
ら

患
者
の
病
態
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
に
寄
与
す
る
有
用
で
標
準
的
な

ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

表 1　 栄養必要量の算出法

１ 日あたり の水分必要量算出法

◯以下の方法がある。（ ただし 水分制限のない場合）

　 30ml ×体重 (kg)　 　 1,500ml ×体表面積

　  37℃以上の発熱時は１ ℃上昇ごと に 150mL/日水分

を 追加する

◯経腸栄養剤の水分含有量  

　  経腸栄養投与中に追加する 水分量は、 栄養剤に含ま

れる水分量を 考慮

カ ロリ ー密度

（ Kcal/mL）
水分含有率（ ％）

1.0 ～ 1.2

1.5

2

80 ～ 86

76 ～ 78

69 ～ 71

エネルギー必要量

◯簡易計算法　 　 　 30（ 25 ～ 30） Kcal ×体重（ kg）

◯  Harris-Benedict の式による 基礎エネルギー必要量

（ BEE） 算出法 

　 男性　  66.47 ＋ 13.75 ×体重（ kg） ＋ 5.0 ×身長（ cm）

－ 6.76 ×年 齢

　 女性　  655.10 ＋ 9.56 ×体重（ kg）＋ 1.85 ×身長（ cm）

－ 4.68 ×年齢

◯ 総エネルギー必要量＝

BEE ×活動係数×スト レ ス係数

活動係数 スト レ ス係数

床上安静　 　 1.2

床上外活動　 1.3

寝たきり 　 　 1.0

車椅子　 　 　 1.1

歩行可　 　 　 1.2

労働　 　 　 　 1.4-1.8

手術 1.1-1.2

外傷 1.3-1.6

感染 1.2-1.8

熱傷 1.0-2.05

蛋白質・ 脂肪の必要量

◯健康な成人の蛋白質必要量： 0.8-1.0g/体重 (kg)/日

　  疾病によるスト レスや消耗の程度で必要量は増加す

る。

消耗状態
血清アルブミ ン値

（ g/dl）

蛋白質必要量

(g/体重 (kg)/日 )

正常

軽度

中等度

高度

　 3.5 以上

　 2.8-3.5

　 2.1-2.7

　 1.5-2.0

　 0.8-1.0

　 1.0-1.2

　 1.2-1.5

　 2.1 以下

◯脂肪： 総カ ロリ ーの約 20 ～ 30％を補う
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表

2　

身
体
計
測
と
栄
養
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

（
１
）
身
体
計
測

身
長　

体
重 

…  

体
重
変
化
率
、
％
平
常
時
体
重
、

身
長
体
重
比
、
％
理
想
体
重
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
体
脂
肪
率

皮
厚 

… 

上
腕
三
頭
筋
部
皮
厚

筋
囲 

…  

上
腕
筋
囲
、 

上
腕
筋
面
積
、
上

腕
周
囲
長

筋
力
測
定

（
２
）
栄
養
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

血
液･

尿
生
化
学

窒
素
出
納

血
漿
蛋
白
濃
度

　

ア
ル
ブ
ミ
ン
、

　

ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
リ
ン
、

　

レ
チ
ノ
ー
ル
結
合
蛋
白

微
量
元
素　

亜
鉛
な
ど

末
梢
血
総
リ
ン
パ
球
数

● 

在
宅
点
滴
注
射
管
理
ガ
イ
ド

　

在
宅
点
滴
注
射
は
、
療
養
者
お
よ
び
家
族
に
と
っ
て
、
生
活
の
行

動
制
限
を
は
じ
め
介
護
負
担
、
精
神
的
な
苦
痛
な
ど
を
伴
う
場
合
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
い
。
点
滴
な
ど
を
病
院
で
行
う
こ
と
に
は
慣

れ
て
い
る
療
養
者
、
家
族
で
は
あ
る
が
、
点
滴
中
に
医
療
者
が
不
在

で
あ
る
こ
と
へ
の
不
安
な
ど
ス
ト
レ
ス
は
大
き
い
。
そ
こ
で
、
在
宅

で
点
滴
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
は
身
体
拘
束
、
侵
襲
が
最
小
限
に
な

る
方
法
の
選
択
と
、
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
家
族
指
導
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
い
つ
で
も
医
療
職
が
対
応
で
き
る
体
制
で
、
安
心
し
た

治
療
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■ 

1 

■ 

看
護
師
に
点
滴
指
示
を
依
頼
す
る
と
き

　

厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
に
よ
っ
て
、
看
護
師
に
よ
る
静
脈
注

射
が
認
め
ら
れ
た
が
、
看
護
師
が
行
う
場
合
で
も
、
療
養
者
の
状
況

を
観
察
し
て
、
実
施
す
る
か
否
か
は
最
終
的
に
は
現
場
の
看
護
師
の

判
断
に
よ
る
。

　

医
師
に
よ
る
指
示
は
、
口
頭
指
示
は
避
け
、
文
書
に
よ
る
指
示
依

頼
を
徹
底
さ
れ
た
い
。
看
護
師
が
実
施
し
な
い
薬
剤
は
、
輸
血
、
抗

が
ん
剤
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
、
テ
ス
ト
薬
で
あ
る
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
依
頼
す
る
場
合
は
、
週
３
回
以
上
の

と
き
は
週
に
１
回
の
指
示
書
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

資
料

 

厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
「
看
護
師
等
に
よ
る
静
脈
注
射
の
実
施

に
つ
い
て
」（
平
成
14
年
9
月
30
日
）

■ 

2 

■ 

点
滴
注
射
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

在
宅
で
は
翼
状
針
、
留
置
針
が
用
い
ら
れ
る
。

●
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

①  
点
滴
開
始
後
は
、
滴
下
数
を
調
節
し
て
し
ば
ら
く
観
察
し
、
異

常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
家
族
に
点
滴
管
理
を
指
導
す
る
。

参
考

 

点
滴
ボ
ト
ル
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
な
場
合
は
、
初
め
て
の
人
に
と
っ

て
は
ボ
ト
ル
の
ゴ
ム
栓
を
針
で
刺
す
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ
で
不

要
な
ボ
ト
ル
と
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
実
体
験
し
て
お
く
ほ
う
が
、

清
潔
な
取
り
扱
い
が
で
き
、
ま
っ
す
ぐ
針
を
刺
す
こ
と
や
、
針
の

深
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
退
室
後
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
な
る
。

②  

点
滴
ボ
ト
ル
ス
タ
ン
ド
は
通
常
準
備
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
長

期
間
実
施
予
定
で
あ
れ
ば
リ
ー
ス
も
あ
る
。
在
宅
に
あ
る
も
の

で
代
用
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
コ
ー
ト
掛
け
、
か
も
い
、

壁
に
Ｓ
字
管
、
針
金
ハ
ン
ガ
ー
の
利
用
な
ど
）
。
利
用
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
危
険
が
な
い
こ
と
の
確
認
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

③  

終
了
に
は
、
そ
の
ま
ま
抜
針
す
る
場
合
と
ヘ
パ
ロ
ッ
ク
（
ヘ
パ

リ
ン
で
凝
固
処
置
を
し
、
点
滴
ラ
イ
ン
を
維
持
し
留
置
す
る
こ

と
）
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
抜
針
す
る
場
合
は
、
家
族

に
説
明
し
、
協
力
が
得
ら
れ
る
と
き
は
い
い
が
、
家
族
が
怖
く

て
で
き
な
い
、
ま
た
任
せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
そ
の
点

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヘ
パ
ロ
ッ
ク
が
必
要
な
と
き

は
、
医
師
あ
る
い
は
訪
問
看
護
師
が
行
う
。

④  

留
置
針
は
、
静
脈
炎
の
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
３
、
４
日
で
交
換

す
る
。

⑤  

使
用
し
た
針
な
ど
は
医
療
廃
棄
物
と
な
る
の
で
、
リ
キ
ャ
ッ
プ

せ
ず
（
針
刺
し
事
故
の
予
防
の
た
め
）
透
明
な
瓶
や
専
用
容
器

な
ど
に
い
れ
医
療
機
関
が
回
収
す
る
。
点
滴
プ
ラ
ボ
ト
ル
、
ラ

イ
ン
は
一
般
廃
棄
物
だ
が
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
自
治
体
へ

の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

● 

在
宅
中
心
静
脈
栄
養
法
の
管
理
ガ
イ
ド

■ 

1 

■ 

対
外
式
カ
テ
ー
テ
ル
法
の
と
き

●
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

①  

感
染
の
リ
ス
ク
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ケ
ア
の
前
後
に

は
必
ず
手
洗
い
が
必
須
で
あ
る
。

②  

刺
入
部
の
ケ
ア
は
、
滅
菌
ガ
ー
ゼ
使
用
の
場
合
は
、
異
常
が
な

い
と
き
は
２
日
ご
と
に
実
施
。
フ
イ
ル
ム
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
使
用

の
場
合
は
、
１
週
間
に
１
回
か
ら
２
回
行
う
。
フ
イ
ル
ム
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
を
除
去
す
る
と
き
に
は
、
チ
ュ
ー
ブ
に
付
着
し
て
い
る

場
合
は
丁
寧
に
外
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
ガ
ー
ゼ
付

き
フ
イ
ル
ム
が
便
利
で
あ
る
。
な
い
と
き
は
刺
入
部
に
滅
菌
ガ
ー

ゼ
を
小
さ
く
乗
せ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
剤
で
被
覆
す
る
。

③  

刺
入
部
の
固
定
は
無
菌
状
態
で
、
遊
び
の
な
い
よ
う
に
固
定
す

る
。
可
動
性
が
あ
る
と
感
染
の
リ
ス
ク
と
な
る
の
で
注
意
す
る
。
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刺
入
部
お
よ
び
そ
の
周
囲
の
皮
膚
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
予
防
的
に
抗
菌
剤
軟
膏
、
消
毒
軟
膏
の
塗
布
は

感
染
の
リ
ス
ク
と
な
る
の
で
避
け
る
。

④  

固
定
糸
の
定
期
的
確
認
が
必
要
。
時
間
経
過
と
と
も
に
外
れ
る
。

⑤  

ラ
イ
ン
接
続
部
の
取
り
扱
い
は
、
滅
菌
ア
ル
コ
ー
ル
で
２
度
拭

き
す
る
。
ラ
イ
ン
交
換
は
週
１
回
実
施
。

⑥  

浴
槽
に
浸
か
る
と
、
フ
イ
ル
ム
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
用
し
て
も

水
の
侵
入
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
シ
ャ
ワ
ー
浴
の
み
と
す
る
。

シ
ャ
ワ
ー
後
は
必
ず
消
毒
す
る
。

⑦  

療
養
者
、
家
族
の
指
導
は
丁
寧
に
行
い
、
予
想
で
き
る
ト
ラ
ブ

ル
を
説
明
し
、
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
方
を
理
解
し
て
も
ら
う
。
ま
た
、

連
絡
体
制
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

■ 

2 

■ 

埋
め
込
み
式
カ
テ
ー
テ
ル
法
の
と
き

●
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

①  

埋
め
込
み
し
て
い
る
皮
膚
周
囲
を
含
め
、
清
拭
（
入
浴
後
を
除

き
）
し
て
か
ら
刺
す
。
ル
ー
ト
ア
ク
セ
ス
終
了
後
、
ヒ
ュ
ー
バ
ー

針
は
こ
つ
ん
と
い
う
感
触
を
得
て
ま
っ
す
ぐ
に
刺
す
（
斜
め
に

挿
入
、
深
さ
不
足
に
注
意
）
。

②  

滴
下
、
痛
み
、
穿
刺
部
位
の
変
化
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
針
の

上
に
ガ
ー
ゼ
を
乗
せ
、
フ
イ
ル
ム
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
剤
を
貼
る
。

③ 

対
外
式
に
比
べ
感
染
の
危
険
性
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

④  

入
浴
時
は
抜
針
し
、
止
血
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
ら

浴
槽
に
も
浸
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤  

コ
ネ
ク
タ
ー
な
ど
の
接
続
部
位
に
は
、
ポ
ピ
ド
ン
・
ヨ
ー
ド
は

使
用
し
な
い
。
薬
液
が
残
っ
て
か
た
ま
り
、
外
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
に
連
結
さ
れ
て
い
な
い
と
、
外

す
の
に
苦
労
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
接
続
は
丁
寧
、
慎
重
に
行

い
た
い
。

⑥  

ラ
イ
ン
を
ま
ち
が
っ
て
引
っ
掛
け
た
と
き
に
、
簡
単
に
抜
け
な
い

よ
う
に
絆
創
膏
で
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル
を
作
り
、
パ
シ
ャ
マ
の
ボ
タ

ン
に
掛
け
る
。
ボ
タ
ン
の
な
い
と
き
は
、
安
全
ピ
ン
で
固
定
す
る
。

⑦  

在
宅
で
は
、
輸
液
ポ
ン
プ
（
カ
セ
ッ
ト
型
、
線
形
蛇
動
型
）
を

使
う
こ
と
が
大
半
で
あ
る
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
の
も
ポ
ン
プ

で
あ
る
。
特
に
、
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切

れ
て
い
る
、
電
池
の
種
類
が
違
っ
て
い
る
、
ラ
イ
ン
が
屈
曲
し

て
い
る
な
ど
の
初
歩
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。

⑧  

療
養
者
・
家
族
へ
は
清
潔
操
作
の
必
要
性
の
説
明
は
十
分
に
行
う
。

⑨  
薬
剤
の
管
理
は
、
冷
蔵
保
存
が
必
要
な
場
合
は
専
用
冷
蔵
庫
が

望
ま
し
い
。
な
い
場
合
は
庫
内
を
清
潔
に
清
拭
し
、
他
の
食
品

で
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
。
室
温
保
存
が
可
能
な
も

の
も
あ
る
が
、
そ
の
と
き
は
涼
し
く
暗
い
場
所
で
、
ほ
こ
り
な

ど
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
容
器
で
保
管
す
る
。

⑩  

使
用
物
品
は
滅
菌
材
料
も
多
く
、
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
管

す
る
こ
と
で
あ
る
。
滅
菌
材
料
は
濡
れ
た
り
、
破
損
さ
れ
な
い

よ
う
に
清
潔
な
容
器
に
保
管
す
る
。
使
用
物
品
は
療
養
者
、
家

族
の
扱
い
や
す
い
も
の
を
選
択
す
る
。

⑪ 

針
の
廃
棄
は
点
滴
注
射
に
準
ず
る
。

⑫  

ト
イ
レ
な
ど
に
移
動
す
る
場
合
、
ポ
ン
プ
お
よ
び
輸
液
を
持
参

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
齢
者
の
場
合
は
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の

利
用
が
便
利
で
あ
る
。
病
院
と
は
異
な
り
、
キ
ャ
ス
タ
ー
ス
タ

ン
ド
を
押
す
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
で
は
、
ト
イ
レ
に
ボ
ト
ル

を
掛
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
。

⑬  

ル
ー
ト
交
換
、
針
交
換
な
ど
の
ケ
ア
の
頻
度
は
対
外
式
に
準
ず

る
（
異
常
が
な
い
場
合
）
。

⑭  

ル
ー
ト
、
刺
入
部
な
ど
の
固
定
に
つ
い
て
は
、
病
院
と
は
異
な
り
、

医
療
職
が
常
時
観
察
で
き
る
環
境
に
な
い
の
で
、
３
日
あ
る
い

は
１
週
間
保
障
で
き
る
く
ら
い
に
し
っ
か
り
と
保
護
、
固
定
が

で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

● 

気
管
切
開
管
理
ガ
イ
ド

　

気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換
時
は
、
看
護
師
な
ど
の
助
手
と
と
も
に

行
っ
た
ほ
う
が
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

■ 

1 

■ 

カ
フ
付
き
カ
ニ
ュ
ー
レ

●
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

① 

交
換
頻
度
は
１
週
間
に
１
回
か
ら
２
週
間
に
１
回
が
よ
い
。

②  

交
換
す
る
前
に
必
ず
カ
フ
に
エ
ア
を
入
れ
、
も
れ
や
異
常
の
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
。

③ 

交
換
の
前
に
必
ず
吸
引
す
る
。

④  

カ
フ
内
に
空
気
を
注
入
す
る
。
カ
フ
圧
は
カ
フ
圧
計
で
測
定
し

15
か
ら
20 

mmHg
に
す
る
。
カ
フ
圧
計
が
な
い
場
合
は
、
耳
た
ぶ
く

ら
い
の
硬
さ
と
す
る
。
カ
フ
エ
ア
の
管
理
は
毎
日
必
要
で
、
1

日
に
１
回
は
エ
ア
調
整
す
る
。

⑤  

挿
入
困
難
な
場
合
や
間
違
っ
て
カ
ニ
ュ
ー
レ
が
抜
去
さ
れ
た
場

合
を
想
定
し
、
１
サ
イ
ズ
小
さ
い
も
の
を
準
備
し
て
お
く
。

⑥  

カ
ニ
ュ
ー
レ
固
定
に
は
、
テ
ー
プ
使
用
が
一
般
的
で
あ
る
。
テ
ー

プ
は
長
短
を
準
備
し
、
首
に
２
本
の
指
が
入
る
余
裕
を
持
ち
片

結
び
と
す
る
（
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
と
軟
ら
か
い
素
材
で
で
き
て

い
る
ホ
ル
ダ
ー
が
市
販
さ
れ
て
い
る
）
。

第一章　 b  食と 栄養
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⑦  
滅
菌
Ｙ
ガ
ー
ゼ
の
交
換
は
毎
日
す
る
。
ま
た
汚
れ
た
場
合
は
そ

の
つ
ど
交
換
す
る
。
汚
染
さ
れ
た
ま
ま
長
時
間
付
け
て
い
る
と

ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
、
感
染
の
原
因
と
な
る
。
気
管
切
開
周
囲
の

消
毒
剤
は
必
須
で
は
な
い
が
、
綿
棒
な
ど
で
の
清
拭
と
観
察
は

必
須
で
あ
る
。

⑧  

加
湿
の
た
め
人
工
鼻
を
使
用
す
る
。
交
換
頻
度
は
２
週
間
に
１

回
だ
が
、
汚
染
の
程
度
に
よ
り
異
な
る
。

⑨  

カ
ニ
ュ
ー
レ
の
廃
棄
は
、
医
療
廃
棄
物
扱
い
と
し
医
療
機
関
が

回
収
す
る
。

■ 

２ 

■ 

入
浴
に
際
し
て
の
留
意

　

カ
ニ
ュ
ー
レ
を
水
に
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

シ
ャ
ワ
ー
ハ
ッ
ト
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
首
に
ま
き
、
シ
ャ
ン
プ
ー

す
る
と
き
に
は
カ
ニ
ュ
ー
レ

の
上
に
固
定
し
、
浴
槽
に
入

る
と
き
は
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
下

で
固
定
す
る
。
ま
た
シ
ャ
ン

プ
ー
の
と
き
は
頭
に
も
シ
ャ

ワ
ー
ハ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と

よ
り
安
全
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ワ
ー
ハ
ッ
ト
が
な
い

場
合
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
５
０
０
p
）
の
口
か
ら
15 

cm
く
ら
い
の

と
こ
ろ
で
切
り
落
と
し
、
口
の
部
分
を
綿
テ
ー
プ
で
縛
り
、
口
の
部

分
が
カ
ニ
ュ
ー
レ
に
当
た
る
よ
う
に
テ
ー
プ
を
首
に
回
し
固
定
す
る

（
利
用
者
の
発
案
で
長
年
愛
用
し
て
い
た
方
法
の
一
例
。
病
姿
状
態

に
応
じ
て
、
安
全
性
に
配
慮
し
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
）。

● 

胃
ろ
う
の
日
常
的
管
理
ガ
イ
ド

　

ろ
う
孔
部
が
安
定
す
る
に
は
2
週
間
程
度
が
必
要
で
あ
る
。
在
宅

療
養
開
始
は
2
週
間
後
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ろ
う
孔
が
安
定
し

た
時
期
の
管
理
に
つ
い
て
述
べ
る
。

■ 

1 

■ 

対
外
固
定
板
の
管
理

　

固
定
板
で
常
時
腹
壁
を
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
、
バ
ン
パ
ー
埋
没
症

候
群
感
染
、
創
感
染
の
原
因
に
な
る
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
固
定
板
の
圧
迫
を
避
け
る
た
め
に
チ
ュ
ー
ブ
を
軽
く
引
き
、

対
外
固
定
板
が
２
セ
ン
チ
く
ら
い
浮
く
こ
と
を
確
認
す
る
。

■ 

2 

■ 

ス
キ
ン
ケ
ア

（
1
）
消
毒
に
つ
い
て

　

消
毒
は
不
要
。
む
し
ろ
ポ
ピ
ド
ン
ヨ
ー
ド
剤
で
消
毒
す
る
と
、
乾

燥
し
て
消
毒
液
が
ろ
う
孔
部
分
に
残
り
、
分
泌
物
と
混
ざ
っ
て
痂
皮

状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
消
毒
は
、
効
果
が
期
待
で
き
な
い

上
、
か
え
っ
て
創
を
不
潔
に
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

軟
膏
（
抗
菌
剤
）
を
習
慣
の
よ
う
に
塗
布
す
る
こ
と
も
、
消
毒
と
同

じ
く
創
の
感
染
の
リ
ス
ク
と
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
2
）
ガ
ー
ゼ
保
護
に
つ
い
て

　

術
直
後
は
ガ
ー
ゼ
を
使
用
す
る
が
、
ろ
う
孔
が
完
成
し
て
か
ら
は

不
要
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
ブ
が
一
方
に
片
寄
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

腹
壁
圧
迫
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
安
価
で
ど
こ

に
で
も
あ
る
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
「
こ
よ
り
」
を
つ
く
り
、

チ
ュ
ー
ブ
に
巻
く
こ
と
で
腹
壁
に
対
し
て
垂
直
に
な
り
、
傾
き
回
避

と
分
泌
物
に
よ
る
皮
膚
保
護
に
も
つ
な
が
る
。
皮
膚
、
ろ
う
孔
観
察

の
点
か
ら
も
、
「
こ
よ
り
」
は
毎
日
交
換
す
る
。

（
3
）
皮
膚
の
清
潔
に
つ
い
て

　

ろ
う
孔
か
ら
は
分
泌
液
が
出
る
。
そ
の
分
泌
物
が
乾
燥
し
ろ
う
孔

周
囲
に
痂
皮
の
よ
う
に
付
着
し
、
不
良
肉
芽
形
成
や
感
染
の
原
因
に

な
る
こ
と
か
ら
、
毎
日
の
清
潔
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
。

　

入
浴
は
可
能
で
あ
る
。
水
圧
よ
り
腹
圧
の
ほ
う
が
高
い
の
で
湯
が

入
る
心
配
は
な
い
た
め
、
胃
ろ
う
部
分
を
保
護
す
る
必
要
は
な
く
、

そ
の
ま
ま
浴
槽
に
浸
か
っ
て
構
わ
な
い
。
入
浴
時
は
、
石
鹸
を
用
い

て
胃
ろ
う
周
囲
を
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
洗
う
。
挿
入
部
お
よ
び
周
囲

が
不
潔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。

　

入
浴
が
で
き
な
い
場
合
は
、
石
鹸
を
用
い
て
洗
い
流
す
方
法
や
綿

棒
、
カ
ッ
ト
綿
を
濡
ら
し
周
囲
を
清
拭
す
る
方
法
な
ど
で
行
う
。

■ 

3 

■ 

注
入

（
1
）
注
入
速
度

　

液
体
の
注
入
速
度
は
４
０
０
p
／
時
間
が
目
安
で
あ
る
（
30

秒
で
60
滴
）
。
固
形
化
注
入
は
４
０
０
p
／
５
分
〜
10
分
程
度
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
リ
ン
ジ
あ
る
い
は
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
ボ
ト
ル
で
注
入

す
る
。

　

液
体
を
固
形
化
（
プ
リ
ン
程
度
の
硬
さ
）
し
、
逆
流
性
食
道
炎
の

予
防
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
最
近
は
、
固
形
化
が
簡
単
に
で

き
る
製
品
も
あ
る
。

（
2
）
ポ
ジ
シ
ョ
ン

　

臥
床
し
て
い
る
場
合
は
、
逆
流
を
防
止
す
る
た
め
に
も
45
度
か
ら
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90
度
ま
で
上
げ
る
。

（
3
）
注
入
後

　

注
入
に
使
用
し
た
器
具
は
、
清
潔
に
取
り
扱
う
。
注
入
終
了
後
、

速
や
か
に
熱
い
湯
で
洗
浄
す
る
。
時
間
が
経
過
す
る
と
、
汚
れ
が
注

入
器
具
お
よ
び
直
接
洗
え
な
い
チ
ュ
ー
ブ
類
の
壁
に
付
着
し
、
落
ち

に
く
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
食
器
用
中
性
洗
剤
で
よ
く
洗

い
、
水
で
よ
く
洗
浄
し
自
然
乾
燥
す
る
。
1
日
1
回
程
度
は
、
雑
菌

が
繁
殖
し
な
い
よ
う
に
消
毒
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

不
明
な
下
痢
が
続
い
て
い
る
場
合
は
、
細
菌
性
を
疑
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
ミ
ル
ト
ン
・
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ッ

ク
ス
な
ど
）
を
水
１
０
０
０
p
対
本
剤
10　
p
で
薄
め
浸
漬
後
、
水
洗

い
し
自
然
乾
燥
さ
せ
る
。

■ 

4 

■ 

薬
剤
投
与

　

薬
剤
は
40
度
程
度
の
湯
20　
p
程
度
で
溶
解
さ
せ
、
勢
い
よ
く
注

入
す
る
。
ゆ
っ
く
り
と
注
入
す
る
と
詰
ま
り
や
す
い
。
ま
た
薬
剤
に

よ
っ
て
も
詰
ま
り
や
す
い
も
の
も
あ
る
（
ク
ラ
ビ
ッ
ト
、
シ
プ
ロ
キ

サ
ン
、
漢
方
、
腸
溶
剤
、
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
）
。
薬
剤
注
入
後
に
は
、

も
う
1
回
チ
ュ
ー
ブ
洗
浄
目
的
で
湯
を
注
入
す
る
。

■ 

5 

■ 

日
頃
か
ら
の
観
察

　

注
入
時
に
ろ
う
孔
お
よ
び
周
囲
の
皮
膚
、
チ
ュ
ー
ブ
の
状
態
の
観

察
を
行
う
。
ま
た
全
身
状
態
の
観
察
で
、
異
常
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
。

● 

観
察
の
ポ
イ
ン
ト

　

皮
膚
の
腫
れ
・
・
・
・
・
・
・
発
赤　

異
常
な
浸
出
液
な
ど

　

チ
ュ
ー
ブ
の
状
態
・
・
・ 

位
置
、
長
さ
、
破
損
、
漏
れ
な
ど
は
局
所

的
な
観
察
ポ
イ
ン
ト

■ 

6 

■ 

口
腔
ケ
ア
は
経
口
摂
取
再
開
の
鍵

　

経
口
摂
取
し
な
い
た
め
、
忘
れ
が
ち
な
の
が
口
腔
ケ
ア
で
あ
る
。

経
管
栄
養
・
胃
ろ
う
は
経
口
摂
取
再
開
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
理
解
し
た

い
。
口
腔
ケ
ア
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
経
口
摂
取
を
始
め
よ
う
と

し
て
も
、
日
頃
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
機
能
の
回
復
を
図
る
に
は
時

間
を
要
す
る
。
日
頃
か
ら
の
準
備
が
大
切
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
口
内
の
清
潔
、
口
腔
機
能
の
維
持
、
嚥
下
機
能
の
維
持
、

回
復
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
義
歯
は
で
き
る
だ

け
装
着
し
て
お
く
よ
う
に
す
る
。

■ 
情
報
を
得
る
た
め
の
サ
イ
ト

① 
Ｐ
Ｄ
Ｎ
ド
ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｐ
Ｄ
Ｎ
）

h
ttp

://w
w

w
.P

e
g
.n

e
.jp

② 

内
視
鏡
的
胃
瘻
造
設
に
関
す
る
業
績
、
固
形
化
注
入

h
ttp

://w
w

w
.fu

kia
g
e
-c

lin
ic

.co
m

/p
e
g
.h

tm

③ 

Ｐ
Ｅ
Ｇ
専
用
サ
イ
ト
（
株
式
会
社
メ
デ
ィ
コ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

h
ttp

://w
w

w
.p

e
g
.g

r.jp

④ 

退
院
指
導
方
法
の
解
説
（N

u
rs

e
 P

ro
je

ct 2
0
0
1

）

h
ttp

://w
w

w
.o

s
.rim

.o
r.jp

/̂
m

ia
/ta

ro
2
/D

is
c
h
a
rg

e
/p

e
g
/

in
d
e
x
.h

tm
l

■ 

参
考
資
料

① 

「
胃
瘻
造
設
患
者
の
ケ
ア
・
マ
ニ
ュ
ア
ル　

合
併
症
を
防
ぐ
た
め

の
ケ
ア
の
基
本
的
な
知
識
」　

嶋
尾　

仁　

医
学
芸
術
社

② 

「
胃
瘻
の
イ
ロ
ハ
か
ら
よ
く
わ
か
る
！　

胃
瘻
Ｐ
Ｅ
Ｇ
合
併
症
の

看
護
と
固
形
化
栄
養
の
実
践
」　

蟹
江　

治
郎　

日
総
研

● 

尿
路
管
理
ガ
イ
ド

■ 

1 

■ 

膀
胱
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
の
管
理
と
要
点

（
１
）
良
好
な
尿
の
流
出
が
あ
る
こ
と

　

入
浴
時
も
含
め
ク
ラ
ン
プ
は
で
き
る
だ
け
行
わ
ず
、
蓄
尿
袋
を
空

に
し
連
結
も
外
さ
な
い
。
尿
流
出
を
妨
げ
な
い
た
め
で
あ
る
。

（
２
） 

カ
テ
ー
テ
ル
周
囲
か
ら
の
尿
漏
れ
の
原
因

① 

カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
機
械
的
刺
激

② 

尿
の
流
出
不
良
（
閉
塞
な
ど
）

③ 

感
染
尿
に
よ
る
刺
激

④ 

膀
胱
の
神
経
に
よ
っ
て
起
こ
る
不
随
意
収
縮

（
３
）
尿
路
感
染
の
防
止
の
た
め
に

　

カ
テ
ー
テ
ル
留
置
期
間
が
1
週
間
以
上
に
な
る
と
、
感
染
の
リ
ス

ク
は
避
け
ら
れ
な
い
。

① 

全
身
状
態
が
よ
け
れ
ば
十
分
な
水
分
摂
取

② 

カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
部
位
の
清
潔

毎
日
の
積
極
的
な
陰
部
洗
浄
は
、
感
染
を
引
き
起
こ
す
原
因
に

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

③ 

カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
頻
度

通
常
２
週
間
に
１
回
の
交
換
で
あ
る
が
、
浮
遊
物
が
多
く
閉
塞

の
リ
ス
ク
の
あ
る
場
合
は
、
１
週
間
に
１
回
交
換
す
る
こ
と
も

あ
る
。
シ
リ
コ
ン
カ
テ
ー
テ
ル
の
場
合
は
、
４
週
間
に
１
回
の

交
換
で
い
い
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換
は
、
感
染

の
リ
ス
ク
と
な
る
の
で
安
易
に
行
わ
な
い
。

④ 

膀
胱
洗
浄
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尿
混
濁
、
浮
遊
物
が
多
い
と
の
理
由
で
の
安
易
な
膀
胱
洗
浄
は
、

感
染
の
原
因
と
な
る
の
で
避
け
る
。
膀
胱
洗
浄
を
行
う
場
合
は
、

閉
鎖
式
で
行
う
。

⑤ 

カ
テ
ー
テ
ル
抜
去
時

カ
テ
ー
テ
ル
留
置
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
膀
胱
萎
縮

を
来
し
、
尿
感
覚
が
不
十
分
な
こ
と
が
あ
る
が
、
以
前
の
よ
う

に
ク
ラ
ン
プ
で
膀
胱
に
尿
を
貯
め
る
膀
胱
訓
練
は
、
む
し
ろ
感

染
の
原
因
と
な
る
の
で
行
わ
な
い
。

（
４
）
カ
テ
ー
テ
ル
圧
迫
に
よ
る
壊
死
の
防
止

　

常
時
同
じ
位
置
に
カ
テ
ー
テ
ル
が
固
定
さ
れ
る
と
裂
傷
（
壊
死
）

を
起
こ
す
の
で
、
固
定
部
位
の
観
察
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同
じ
位

置
で
の
固
定
は
避
け
る
。
蓄
尿
袋
を
日
替
わ
り
に
左
右
変
更
、
固
定

を
上
下
に
変
更
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
。

（
５
）
安
易
な
カ
テ
ー
テ
ル
留
置
の
回
避

　

感
染
、
結
石
形
成
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
低
下
を
来
し
や
す

い
。
必
要
性
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
常
に
行
う
。

■ 

2 

■ 

腎
ろ
う
の
管
理
の
要
点

　

人
間
に
と
っ
て
、
排
泄
ル
ー
ト
が
変
更
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ
の
障
害
に
つ
な
が
る
出
来
事
で
あ
り
、
精
神
的
配

慮
は
重
要
で
あ
る
。

（
１
） 

感
染
防
止

① 

カ
テ
ー
テ
ル
の
操
作

カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
部
位
は
無
菌
操
作
で
行
う
。
カ
テ
ー
テ
ル
と

採
尿
バ
ッ
グ
の
接
続
部
位
は
、
清
潔
保
持
の
た
め
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
で
消
毒
す
る
。

② 

尿
量
の
確
保

③ 

採
尿
バ
ッ
グ
の
交
換

１
週
間
に
１
回
は
交
換
す
る
よ
う
に
す
る
。

（
２
） 

尿
流
出
の
確
保

① 

カ
テ
ー
テ
ル
の
固
定

固
定
を
強
化
す
る
た
め
に
、
絆
創
膏
固
定
を
行
う
。
固
定
位
置

の
ず
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
出
て
い
る
長
さ
の
確
認
、
ま
た

は
油
性
ペ
ン
で
印
を
つ
け
て
お
く
と
よ
い
。

② 

カ
テ
ー
テ
ル
の
閉
塞
防
止

カ
テ
ー
テ
ル
の
屈
曲
、
圧
迫
、
ね
じ
れ
が
な
い
か
注
意
を
払
う
。

尿
流
出
不
良
の
場
合
は
、
ミ
ル
キ
ン
グ
し
た
り
、
洗
浄
を
行
う
。

洗
浄
は
生
理
的
食
塩
液
を
用
い
、
１
回
注
入
量
は
、
成
人
で
は

５
p
か
ら
10　
p
を
ゆ
っ
く
り
と
無
菌
操
作
で
行
い
、
回
収
時
は

強
い
吸
引
圧
は
避
け
る
。

③ 

入
浴
の
と
き

　

入
浴
は
、
フ
ィ
ル
ム
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
剤
、
ラ
ッ
プ
、
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
で
被
覆
し
、
終
了
後
は
必
ず
消
毒
ケ
ア
な
ど
を
行
う
。

■ 

情
報
を
得
る
た
め
の
サ
イ
ト

① 

ウ
ロ
ス
ト
ミ
ー

w
w

w
.g

e
o
c
itie

s.jp
/y

o
s
h
ih

iro
_
1
9
3
7

　

② 

尿
路
ス
ト
マ
ケ
ア

h
ttp

://w
w

w
.u

n
i-s

ite
.n

e
t/y

o
s
h
i/s

to
m

a
-ca

re
0
1
/

● 

消
化
器
系
ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
）
管
理
ガ
イ
ド

　

在
宅
療
養
者
が
ス
ト
ー
マ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
で
き
る
よ
う
、
療
養

者
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
根
気
よ
く
、
ス
ト
ー
マ
を
受

容
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。
ま
た
家
族
に
も
ス
ト
ー
マ
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■ 

1 

■ 

ス
ト
ー
マ
周
囲
の
ス
キ
ン
ケ
ア

　

ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
、
痒
み
、
痛
み
を
伴
い
、
フ
ラ
ン
ジ
（
面
板
）

を
貼
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
日
頃
の
ス
キ
ン
ケ

ア
が
大
切
で
あ
る
。

（
１
）
日
頃
の
ス
キ
ン
ケ
ア

　

フ
ラ
ン
ジ
交
換
時
に
は
、
ス
ト
ー
マ
周
囲
の
清
拭
お
よ
び
石
鹸
を

用
い
て
周
囲
の
皮
膚
を
丁

寧
に
や
さ
し
く
洗
い
、
石

鹸
成
分
を
残
さ
ず
取
り
除

く
。
乾
燥
し
た
タ
オ
ル
な

ど
で
押
し
拭
き
し
（
絶
対

こ
す
ら
な
い
）
自
然
乾
燥

さ
せ
る
。

　

入
浴
は
排
便
が
な
い
時

間
帯
を
選
び
（
食
後
２
時
間
）
装
具
を
外
し
、
専
用
の
タ
オ
ル
で
押

さ
え
入
浴
し
、
ス
ト
ー
マ
周
囲
を
丁
寧
に
洗
う
。
公
衆
浴
場
な
ど
を

利
用
す
る
場
合
は
、
専
用
の
パ
ウ
チ
カ
バ
ー
が
あ
る
。

（
２
）
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応

　

最
も
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
の
は
下
痢
便
で
あ
る
。
下

痢
便
が
ス
ト
ー
マ
周
囲
の
皮
膚
に
付
着
し
た
り
、
フ
ラ
ン
ジ
の
下
に

便
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
、
皮
膚
保
護
剤
の
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用
し

予
防
す
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ジ
の
交
換
頻
度
を
多
く
す
る
。
フ
ラ
ン

ジ
交
換
時
、
排
泄
物
は
残
さ
ず
必
ず
洗
い
流
す
方
法
を
と
る
。
細
菌

感
染
（
真
菌
）
な
ど
も
起
こ
る
の
で
注
意
す
る
。

（
３
） 

装
具
の
交
換
時
期

　

フ
ラ
ン
ジ
の
裏
面
が
１
b
以
上
溶
け
て
い
た
ら
、
装
具
交
換
を
１
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212

日
早
く
行
う
。
通
常
は
５
〜
８
a
の
溶
解
が
目
安
。

■ 
2 
■ 

日
常
生
活
の
注
意
点

（
１
）
下
痢
、
軟
便
、
ガ
ス
の
発
生
し
や
す
い
、
消
化
の
悪
い
食
品

軟
便
に
な
り
や
す
い

も
の

 

冷
た
い
飲
み
物
、
柑
橘
類
、
ぶ
ど
う
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
揚
げ
物

消
化
の
悪
い
も
の

 
わ
か
め
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
木
の
実
、

に
ん
じ
ん
、
き
の
こ
類

ガ
ス
が
発
生
し
や
す

い
も
の

 

ご
ぼ
う
、
じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
、
山
い
も
、

豆
類
、
貝
類

（
２
）
激
し
い
運
動
の
後
に
は

　

激
し
い
運
動
な
ど
で
の
発
汗
に
よ
り
、
装
具
が
は
が
れ
や
す
く

な
っ
た
り
、
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
と
な
る
。
病
院
な
ど
に
は
、
ス
ト
ー
マ
専
用
の
Ｗ
Ｏ
Ｃ
（
創

傷
・
ス
ト
ー
マ
・
失
禁
）
日
本
看
護
協
会
認
定
看
護
師
が
い
る
の
で
、

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
。
ま
た
、
ス
ト
ー
マ
用
具
メ
ー
カ
ー
に
も
、

看
護
師
を
配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
相
談
に
乗
っ
て
も

ら
え
る
。

■ 

情
報
を
得
る
た
め
の
サ
イ
ト

① 

人
工
肛
門

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

h
ttp

://w
w

w
.jo

a
-n

e
t.o

rg
/in

d
e
x
.h

tm

 

コ
ン
バ
テ
ッ
ク

w
w

w
.c

o
n
v
a
te

c
.c

o
.jp

 

身
体
者
手
帳
の
交
付

a
w

a
-jo

a
.m

a
in

.jp
/w

e
lfa

re
/n

o
te

b
o
o
k
.h

tm
l

 

ス
ト
マ
関
連
商
品
紹
介

h
ttp

://w
w

w
.k

e
n
k
o
o
.c

o
m

/

■ 

引
用
文
献

① 

「
最
新
訪
問
看
護　

研
修
テ
キ
ス
ト　

ス
テ
ッ
プ
１̶

②
」

日
本
看
護
協
会
出
版
会

■ 

参
考
文
献

① 

「
最
新　

訪
問
看
護　

研
修
テ
キ
ス
ト　

ス
テ
ッ
プ
１̶

②
」

川
越　

博
美
他　

日
本
看
護
協
会
出
版
会

② 

「
最
新　

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

徳
永　

恵
子　

　

医
学
芸
術
社


